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ン
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研
究
の
背
景

　

㈡　

研
究
の
目
的
及
び
先
行
研
究
の
検
討

　

㈢　

本
論
の
構
成

一　

カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
起
源
と
フ
ラ
ン
ス

　

㈠　

カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
起
源

　

㈡　

フ
ラ
ン
ス
国
内
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

二　

国
内
問
題
と
し
て
の
カ
ラ
バ
フ
紛
争

　

㈠　

親
ア
ル
メ
ニ
ア
勢
力
の
活
性
化

　

㈡　

ア
ル
メ
ニ
ア
地
震
と
親
ア
ル
メ
ニ
ア
感
情
の
高
ま
り

　

㈢　

仏
外
務
省
の
慎
重
姿
勢

三　

国
際
問
題
と
し
て
の
カ
ラ
バ
フ
紛
争

　

㈠　

当
事
国
と
の
外
交
関
係
の
樹
立

　

㈡　

紛
争
の
国
際
問
題
化

　

㈢　

議
会
と
外
務
省
の
対
応

　

㈣　

ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
停
滞

結　

論

ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
紛
争
と
フ
ラ
ン
ス

│
│�

一
九
八
八
〜
一
九
九
四
年
│
│
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序　

論㈠　

研
究
の
背
景

　

二
一
世
紀
に
突
入
し
て
か
ら
二
〇
年
余
り
、
未
だ
「
民
族
」
の
ラ
ベ
ル
が
引
き
起
こ
す
紛
争
で
命
を
落
と
す
人
々
が
い
る
。
あ
る
地
域

の
民
族
紛
争
で
高
揚
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
熱
気
は
、
時
に
国
境
を
ま
た
い
で
飛
び
火
し
、
地
理
的
に
離
れ
た
場
所
に
い
る
人
々
さ
え

も
刺
激
す
る
。
二
〇
二
〇
年
九
月
二
七
日
、
カ
ス
ピ
海
と
黒
海
の
間
に
位
置
す
る
南
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
で
再
燃
し
た
、
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ

バ
フ
紛
争
［N

agorno K
arabakh

：
以
下
、
カ
ラ
バ
フ
と
略
記（（
（

］
と
フ
ラ
ン
ス
の
動
き
も
そ
の
一
例
だ
。

　

カ
ラ
バ
フ
紛
争
と
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
領
土
内
に
あ
る
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
て
い
る
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
の
間
の
争
い
で
あ
る
。
自
治
州
民
の
多
数
派
を
占
め
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
、
ソ
連
時
代
を
通
し
て
断
続
的
に
ア
ル

メ
ニ
ア
へ
の
帰
属
変
更
を
求
め
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
（M

ikhail Gorbachev

）
に
よ
る
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の

影
響
を
受
け
て
ソ
連
内
で
民
族
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
す
る
中
、
一
九
八
八
年
ご
ろ
か
ら
自
治
州
を
め
ぐ
る
対
立
が
表
面
化
・
暴
力
化

し
、
一
九
九
四
年
ま
で
約
三
万
人
の
死
者
と
一
三
四
万
人
超
の
難
民
を
出
す
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た（
（
（

。
一
九
九
四
年
一
二
月
、
欧
州

安
全
保
障
協
力
機
構
［
以
下
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
と
略
記
］
の
ブ
タ
ペ
ス
ト
首
脳
会
議
で
停
戦
合
意
が
結
ば
れ
た
も
の
の
、
恒
久
的
な
和
平
合
意
に

は
至
ら
ず
、
長
ら
く
武
力
衝
突
の
火
種
を
抱
え
る
「
凍
結
さ
れ
た
紛
争
」
と
さ
れ
て
き
た
。
実
際
に
、
二
〇
二
〇
年
に
は
停
戦
合
意
以
来
、

最
大
規
模
の
戦
闘
が
発
生
し
、
死
者
は
一
二
〇
〇
人
以
上
に
及
ん
だ（
（
（

。

　

時
を
同
じ
く
し
て
、
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
か
ら
遠
く
離
れ
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
紛
争
の
再
発
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
な
動
き
が
見
ら
れ
た
。

再
発
か
ら
約
二
カ
月
後
の
一
一
月
二
五
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
上
院
（le Sénat

）
は
「
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
承
認
の
必
要
性
に
関
す
る
決
議
」

を
採
択
し（
（
（

、
さ
ら
に
約
一
週
間
後
の
一
二
月
三
日
に
は
、
国
民
議
会
（lʼA

ssem
blée nationale

）
が
「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
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び
中
東
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
保
護
の
た
め
の
決
議
」
を
可
決
し
た
の
で
あ
る（
（
（

。
そ
れ
ぞ
れ
の
決
議
文
は
独
立
し
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
国

会
議
員
は
自
国
の
政
府
に
対
し
、
人
道
的
援
助
や
市
民
の
保
護
、
さ
ら
に
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
独
立
承
認
な
ど
を
促
し
て
い
る
点
で
共
通

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
の
親
ア
ル
メ
ニ
ア
的
な
動
き
は
、
関
係
国
間
で
複
雑
な
受
け
止
め
ら
れ
方
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ

な
ら
フ
ラ
ン
ス
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
内
で
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
仲
介
を
担
う
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ（
（
（

に
お
い
て
、
一
九
九
七
年
以
降
米
露
と
と
も

に
共
同
議
長
国
を
務
め
て
い
る
か
ら
だ
。
本
来
、
フ
ラ
ン
ス
は
共
同
議
長
国
と
し
て
紛
争
当
事
者
の
ど
ち
ら
に
も
傾
斜
し
な
い
姿
勢
が
求

め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
議
会
が
自
治
州
の
独
立
承
認
を
促
す
よ
う
な
ア
ル
メ
ニ
ア
寄
り
の
決
議
を
採
択
し
た
こ
と
で
、
共
同
議

長
国
と
し
て
の
適
格
性
を
疑
う
声
が
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
事
態
は
こ
れ
が
初
め
て
で
は
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
共
同
議
長
国
を
二
〇
年
以
上

続
け
て
い
る
が
、
共
同
議
長
国
の
就
任
当
初
か
ら
、
そ
の
立
場
の
妥
当
性
が
疑
わ
れ
て
き
た（
（
（

。
そ
れ
故
、
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
で
は
、

共
同
議
長
国
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ド
イ
ツ
も
し
く
は
欧
州
連
合
［
以
下
、
Ｅ
Ｕ
と
略
記
］
に
置
き
換
え
る
案
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン

ス
の
抵
抗
で
実
現
し
て
い
な
い（
（
（

。

　

カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
他
に
も
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン
と
い
っ
た
諸
外
国
が
、
そ
の
地
政
学
的
な
重
要

性
か
ら
、
武
器
供
与
や
調
停
プ
ロ
セ
ス
へ
の
関
与
等
を
通
じ
て
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
関
係
国
を
列
挙
し
て
み

る
と
、
フ
ラ
ン
ス
が
そ
の
中
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
が
奇
妙
に
映
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
コ
ー
カ
サ
ス
を
自
国
の
「
裏
庭
」
と
位
置
づ
け

る
ロ
シ
ア
や
、
世
界
の
警
察
官
と
し
て
行
動
す
る
ア
メ
リ
カ
、
あ
る
い
は
紛
争
当
事
国
と
国
境
を
接
す
る
イ
ラ
ン
や
ト
ル
コ
で
も
な
い
。

ま
た
、
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の
旧
植
民
地
で
は
な
く
、
歴
史
的
に
関
与
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
わ

け
で
も
な
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
が
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
関
心
を
寄
せ
る
背
景
と
し
て
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
き
た
の
は
、
国
内
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
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の
存
在
だ
。
フ
ラ
ン
ス
に
住
む
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
数
は
お
よ
そ
五
〇
万
人
か
ら
六
〇
万
人（
（
（

と
言
わ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
カ
ラ
バ
フ
紛
争
勃

発
以
前
か
ら
、
一
九
一
五
年
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
の
認
定
を
め
ぐ
っ
て
政
府
や
議
会
に
働
き
か
け
て
き
た
。
彼

ら
の
活
動
は
、
二
〇
〇
一
年
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
の
公
式
認
定
や
、
先
述
し
た
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
独
立
承
認
に
関
す
る
決
議
な
ど
、

親
ア
ル
メ
ニ
ア
的
な
成
果
と
し
て
一
定
程
度
結
実
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
は
往
往
に
し
て
ア
ル
メ
ニ
ア
贔
屓
で
あ

る
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
他
方
で
、
自
治
州
の
独
立
承
認
に
関
す
る
決
議
に
対
し
て
外
務
省
は
、
法
的
拘
束
力
は
な
い
と
一
蹴
し
て

お
り
、
議
会
の
行
動
が
必
ず
し
も
外
務
省
の
立
場
と
連
動
し
て
い
な
い（
（1
（

。
そ
も
そ
も
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
が
遠
く
離
れ
た
コ
ー
カ
サ
ス
の
山
間

で
起
き
た
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
関
与
し
始
め
た
の
か
、
ま
た
国
内
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に
よ
っ
て
ど
こ
ま
で
フ
ラ
ン
ス
の
関
与

を
語
れ
る
の
か
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

㈡　

研
究
の
目
的
及
び
先
行
研
究
の
検
討

　

本
研
究
で
は
、
第
一
次
カ
ラ
バ
フ
紛
争
（
一
九
八
八
〜
一
九
九
四
年
）
を
事
例
に
挙
げ
、
国
内
の
ア
ル
メ
ニ
ア
系
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
声
に

基
づ
く
議
会
の
圧
力
が
あ
る
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の
か
と
の
問
い
を
立
て
、
議
会
と
外
務
省
双
方
の

反
応
お
よ
び
対
応
を
追
う
こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
。

　

カ
ラ
バ
フ
紛
争
は
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
地
域
・
民
族
紛
争
の
事
例
と
し
て
、
紛
争
の
早
い
段
階
か
ら
注
目
さ
れ
、
す
で
に
多
く
の
研
究

が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
動
向
を
大
き
く
四
つ
に
分
け
る
と
す
る
な
ら
ば
、（
１
）
戦
争
の
起
源
や
経
緯
を
詳
細
に
叙
述
し
た
も
の（
（1
（

、

（
２
）
戦
争
の
原
因
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
比
較
政
治
学
的
観
点
か
ら
分
析
し
た
も
の（
（1
（

、（
３
）
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
研
究
や
Ｅ
Ｕ
研
究
の
中
で
紛
争
を
捉

え
た
も
の（
（1
（

、（
４
）
国
際
政
治
や
地
政
学
的
観
点
を
取
り
入
れ
た
も
の（
（1
（

、
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
可
能
な
限
り
参

照
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
そ
れ
自
体
は
主
た
る
分
析
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。（
１
）
や
（
２
）
に
相
当
す
る
文
献
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
や
ア

ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
動
き
が
焦
点
に
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
諸
外
国
は
描
か
れ
て
も
せ
い
ぜ
い
周
縁
的
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な
ア
ク
タ
ー
に
過
ぎ
な
い
。（
３
）
の
文
献
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
や
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
な
地
域
機
構
の
中
で
ど
の
よ
う
に
カ
ラ
バ
フ
紛
争
が
扱
わ
れ

て
き
た
か
を
知
る
上
で
有
益
で
あ
る
が
、
各
加
盟
国
の
関
与
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。（
４
）
に
分
類
さ
れ
る

コ
ー
ネ
ル
は
、
紛
争
に
対
す
る
関
係
各
国
の
関
与
を
最
も
体
系
的
に
分
析
し
て
い
る
。
た
し
か
に
当
該
書
の
中
に
ロ
シ
ア
・
ト
ル
コ
・
イ

ラ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
章
は
設
け
ら
れ
て
は
い
る
が
、
本
論
文
が
関
心
を
向
け
る
カ
ラ
バ
フ
紛
争
と
フ
ラ
ン
ス
の
関
係
に
つ
い
て
は
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
。

　

先
行
研
究
で
か
ろ
う
じ
て
フ
ラ
ン
ス
に
言
及
さ
れ
る
際
、
二
つ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
役
割
に
関
す
る
記
述

の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
が
一
関
係
国
と
し
て
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
の
隣
に
並
記
さ
れ
る
場
合
だ
。
主
に
は
、
一
九
九
二
年
に
ミ
ン
ス
ク
・
グ

ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
に
参
加
し
た
時
と
、
一
九
九
七
年
に
共
同
議
長
国
に
就
任
し
た
時
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
そ
の
構
成
国
と
し
て
の

「
フ
ラ
ン
ス
」
が
多
く
の
先
行
研
究
の
中
で
忽
然
と
現
れ
る
の
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
役
割
に
関
す
る

記
述
が
あ
る
場
合
だ
。
例
え
ば
、
国
際
政
治
学
者
で
あ
り
旧
ソ
連
地
域
を
専
門
と
す
る
廣
瀬
陽
子
は
「
フ
ラ
ン
ス
と
米
国
が
ア
ル
メ
ニ

ア
・
ロ
ビ
ー
の
影
響
を
受
け
て
、
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
対
し
て
非
中
立
的
な
姿
勢
を
と
っ
た
こ
と
が
和
平
へ
の
悪
影
響
に
な
っ

た
（
（1
（

」
と
述
べ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
系
フ
ラ
ン
ス
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
ミ
ナ
シ
ヤ
ン
（Gaïdz M

inassian

）
は
、「
ア
ル
メ
ニ
ア
系
の
ロ

ビ
ー
団
体
が
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
議
長
国
を
通
じ
て
カ
ラ
バ
フ
問
題
に
関
与（
（1
（

」
し
た
と
記
述
し
て
い
る
。
し
か
し
、
影
響
力
の
度
合
い
は
本
来
測

定
す
る
こ
と
が
難
し
い
上
、
果
た
し
て
ア
ル
メ
ニ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
存
在
だ
け
で
フ
ラ
ン
ス
外
交
を
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
は
実
証

的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
お
け
る
役
割
や
関
与
の
在
り
方
に
ほ
と
ん
ど
光
が
当
て
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
だ
が
大
国
の
関
与
が
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
和
平
を
左
右
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
の
み
な
ら
ず
、
ミ
ン
ス

ク
・
グ
ル
ー
プ
の
共
同
議
長
国
と
し
て
仲
介
に
携
わ
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
も
無
視
で
き
な
い
存
在
で
は
な
い
か
。
本
論
文
で
は
、
こ
れ
ま

で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
視
点
か
ら
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
実
証
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
先
行
研
究
に
新
た
な
視
座
を
与
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え
た
い
。

㈢　

本
論
の
構
成

　

本
論
文
は
以
下
の
よ
う
な
構
成
で
議
論
を
進
め
る
。
ま
ず
第
一
章
第
一
節
で
は
、
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
を
め
ぐ
る
対
立
の
淵
源
を
簡
単
に

振
り
返
る
。
第
二
節
で
は
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
動
き
を
見
る
上
で
避
け
て
は
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
国
内
の
ア
ル

メ
ニ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に
つ
い
て
予
め
考
察
す
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
し
ば
し
ば
ア
ル
メ
ニ
ア
贔
屓
と
見
ら
れ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
姿
勢
が
カ
ラ
バ
フ
紛
争
を
め
ぐ
る
フ
ラ
ン
ス
外
交
を
全
て
決
定
づ
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。

　

第
二
章
以
降
は
、
第
一
次
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
国
内
及
び
政
府
の
行
動
を
、
紛
争
の
経
過
に
沿
っ
て
詳
述
す
る
。
第
二

章
で
は
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
が
ソ
連
の
内
政
問
題
で
あ
っ
た
一
九
八
八
年
一
月
か
ら
一
九
九
一
年
八
月
ま
で
の
時
期
を
扱
う
。
カ
ラ
バ
フ
紛

争
の
発
端
と
な
っ
た
一
九
八
八
年
二
月
の
ス
ム
ガ
イ
ト
事
件
や
、
同
年
一
二
月
の
ア
ル
メ
ニ
ア
地
震
の
報
道
を
受
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
内

世
論
や
議
会
は
急
速
に
親
ア
ル
メ
ニ
ア
一
色
に
な
っ
て
い
く
。
一
方
で
外
務
省
は
、
議
会
の
強
い
圧
力
が
あ
り
な
が
ら
も
、
ソ
連
の
内
政

干
渉
を
避
け
事
態
を
注
視
す
る
姿
勢
を
維
持
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、
ソ
連
の
崩
壊
と
共
和
国
の
独
立
に
よ
っ
て
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
が
国
際
問
題
の
様
相
へ
と
転
じ
た
一
九
九
一
年
八
月
か
ら

一
九
九
四
年
一
二
月
ま
で
の
時
期
を
扱
う
。
冷
戦
の
終
結
に
よ
っ
て
国
際
政
治
の
基
底
が
大
き
く
変
わ
り
、
フ
ラ
ン
ス
は
ア
ル
メ
ニ
ア
及

び
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
の
外
交
関
係
を
開
始
す
る
。
議
会
が
一
貫
し
て
ア
ル
メ
ニ
ア
の
擁
護
を
唱
え
る
中
、
フ
ラ
ン
ス
は
多
国
間
の
枠

組
み
で
あ
る
欧
州
安
全
保
障
協
力
会
議
［
以
下
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
と
略
記
］
を
利
用
し
て
中
立
的
な
調
停
を
試
み
る
こ
と
に
な
る
。
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一　

カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
起
源
と
フ
ラ
ン
ス

㈠　

カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
起
源

　

カ
ラ
バ
フ
自
治
州
が
含
ま
れ
る
南
コ
ー
カ
サ
ス
は
、
カ
ス
ピ
海
と
黒
海
の
間
に
位
置
す
る
四
八
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
域
で
あ

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
と
ア
ジ
ア
圏
を
結
ぶ
地
理
的
な
要
衝
が
ゆ
え
に
、
ペ
ル
シ
ャ
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
、
オ
ス
マ
ン
帝
国

と
、
東
西
南
北
に
出
現
し
た
種
々
の
文
明
が
こ
の
地
域
を
覆
っ
て
き
た
。
古
来
よ
り
多
様
な
民
族
や
宗
教
が
入
り
組
ん
で
き
て
い
る
た
め
、

そ
も
そ
も
民
族
の
分
布
を
元
に
し
た
国
境
線
の
線
引
き
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

カ
ラ
バ
フ
を
め
ぐ
る
対
立
の
淵
源
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
遡
る
。
ロ
シ
ア
で
勃
興
し
た
革
命
運
動
の
影
響
は
南
コ
ー
カ
サ
ス
に
も
及
び
、

民
族
自
治
の
単
位
を
め
ぐ
る
民
族
間
論
争
が
沸
き
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
〇
五
年
の
ロ
シ
ア
革
命
と
そ
れ
に
伴
う
ロ
シ
ア
帝
国
解

体
に
よ
っ
て
、
一
九
一
八
年
に
南
コ
ー
カ
サ
ス
で
は
三
国
（
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
・
ア
ル
メ
ニ
ア
・
グ
ル
ジ
ア
）
が
一
時
的
に
独
立
し
た
が
、

そ
の
際
カ
ラ
バ
フ
の
国
境
線
画
定
を
め
ぐ
っ
て
、
ア
ル
メ
ニ
ア
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
間
で
紛
争
が
発
生
し
た
。
独
立
後
間
も
な
く
ロ

シ
ア
の
赤
軍
が
流
入
し
、
一
九
二
〇
年
に
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
ア
ル
メ
ニ
ア
を
占
領
し
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
が
成
立
す
る
。
こ
れ
を

受
け
て
カ
ラ
バ
フ
問
題
は
、
一
夜
に
し
て
国
家
間
の
問
題
か
ら
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
内
の
問
題
に
変
質
し
た
。
こ
の
時
、
共
産
党
カ
フ
カ
ー

ス
局
は
一
九
二
〇
年
七
月
五
日
、
前
日
に
下
し
た
カ
ラ
バ
フ
の
ア
ル
メ
ニ
ア
帰
属
の
決
議
を
覆
し
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
領
内
で
自
治
を

得
る
旨
を
決
定
し
た（
（1
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
と
っ
て
カ
ラ
バ
フ
は
「
未
回
収
の
ア
ル
メ
ニ
ア
」
と
な
っ
た
。

　

ア
ル
メ
ニ
ア
人
社
会
で
カ
ラ
バ
フ
問
題
が
再
浮
上
し
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
六
五
年
四
月
二
四
日
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ア
ル

メ
ニ
ア
の
首
都
エ
レ
ヴ
ァ
ン
で
開
か
れ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
の
五
〇
周
年
慰
霊
集
会
の
時
で
あ
る
。
集
会
は
大
規
模
な
デ
モ
に
発
展
し
、

そ
の
中
か
ら
ト
ル
コ
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
居
住
地
域
と
並
ん
で
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
併
合
を
掲
げ
る
も
の
が
現
れ
た
。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
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け
に
、「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
と
ト
ル
コ
系
民
族
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
領
内
に
あ
る
カ
ラ
バ
フ
の
問
題
が
結
び
つ
き（
（1
（

」、
ア
ル
メ
ニ
ア
人

の
民
族
主
義
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
両
民
族
の
歴
史
家
の
間
で
カ
ラ
バ
フ
支
配
の
歴
史
的
正
統
性
に
関
す
る
本
が
出
版
さ
れ
、
お

互
い
が
相
手
方
こ
そ
が
侵
入
者
で
あ
る
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
あ
う
こ
と
で
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
は
平
行
線
を

た
ど
り
、
ソ
連
時
代
を
通
じ
て
煮
え
切
ら
な
い
対
立
が
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
る（
（1
（

。

㈡　

フ
ラ
ン
ス
国
内
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

　

カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
お
け
る
大
国
の
関
与
を
語
る
上
で
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
る
の
が
、
そ
こ
に
住
む
ア
ル
メ
ニ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
の

関
係
だ
。
全
世
界
に
六
五
〇
万
人（
（2
（

前
後
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
内
の
人
口
（
約
三
〇
〇
万
人（（2
（

）
よ
り
も
多
い
。

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
共
同
議
長
国
を
務
め
る
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
は
、
諸
外
国
と
比
べ
て
国
内
に
多
く
の
ア

ル
メ
ニ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら（
（2
（

、
そ
の
こ
と
が
カ
ラ
バ
フ
問
題
で
ア
ル
メ
ニ
ア
を
擁
護
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
る

原
因
に
も
な
っ
て
き
た
。

　

そ
も
そ
も
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
は
、「
出
身
国
に
対
す
る
強
い
親
近
感
を
持
っ
た
移
民
集
団
一
般（
（2
（

」
を
意
味
す
る
言
葉
だ
。
元
来
、
ユ
ダ

ヤ
人
の
経
験
を
表
す
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
が
、
六
〇
〜
七
〇
年
代
後
半
以
降
、
よ
り
幅
広
い
移
民
集
団
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
中
で
も
コ
ー
エ
ン
は
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
を
（
１
）
犠
牲
者
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
、（
２
）
労
働
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
、（
３
）
帝
国
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
、（
４
）
交
易
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
、
の
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
る（
（2
（

。
こ
の
う
ち
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
最
初
の
犠
牲
者
デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
に
当
て
は
ま
る
。
そ
の
理
由
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
一
九
一
五
年
四
月
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
下
で
起
き
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
で
あ

る
。
こ
の
虐
殺
で
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
住
ん
で
い
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
半
数
が
命
を
落
と
し
、
生
き
残
っ
た
人
々
は
世
界
各
地
に
離
散
し

た
（
（2
（

。

　

ア
ル
メ
ニ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
歴
史
と
フ
ラ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
に
交
錯
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
の
親
ア
ル
メ
ニ
ア
派
は
、
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キ
リ
キ
ア
ン
・
ア
ル
メ
ニ
ア
王
国
（
一
一
九
七
〜
一
三
七
五
年
）
の
最
後
の
王
が
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
引
き
合
い
に
、
古
く

か
ら
歴
史
的
・
文
化
的
紐
帯
を
有
し
て
い
る
と
強
調
す
る（
（2
（

が
、
両
国
が
密
接
に
繋
が
り
始
め
た
の
は
虐
殺
が
開
始
さ
れ
た
一
九
世
紀
末
か

ら
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
が
国
際
連
盟
か
ら
委
託
を
受
け
、
キ
リ
キ
ア
の
庇
護
国
と
し
て
虐
殺
の
生
存
者
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
一
九
一
五
年
か
ら
一
九
二
二
年
に
か
け
て
、
八
一
万
人
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
難
民
の
う
ち
三
万
人
が
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
パ
リ
や
マ
ル

セ
イ
ユ
、
リ
オ
ン
な
ど
に
住
み
着
い
た（
（2
（

。
フ
ラ
ン
ス
に
移
住
し
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
、
母
国
語
で
の
新
聞
雑
誌
の
発
行
や
ア
ル
メ
ニ
ア
教

会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
し
つ
つ
も
、
多
く
は
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
同
化
し
て
い
っ
た（
（2
（

。
現
在
で
は
六
〇
万
人
い

る
ア
ル
メ
ニ
ア
系
フ
ラ
ン
ス
人
の
中
で
四
〇
万
人
が
フ
ラ
ン
ス
で
出
生
し
、
同
国
の
経
済
界
、
文
化
界
、
政
界
な
ど
至
る
所
で
ア
ル
メ
ニ

ア
系
フ
ラ
ン
ス
人
の
活
躍
が
見
ら
れ
る（
（2
（

。

　

フ
ラ
ン
ス
は
し
ば
し
ば
、
カ
ラ
バ
フ
問
題
で
「
ア
ル
メ
ニ
ア
贔
屓
（A

rm
énophile

）」
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
親
ア
ル
メ
ニ
ア
派
の
世
論

は
一
九
世
紀
末
か
ら
す
で
に
見
ら
れ
始
め
た
。
き
っ
か
け
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
知
識
人
・
チ
ョ
バ
ニ
ア
ン
（A

rshag Chobanian

）
が
、

一
八
九
五
年
の
虐
殺
で
フ
ラ
ン
ス
に
逃
れ
た
後
、
仏
政
治
家
に
定
期
的
に
手
紙
を
送
り
被
害
を
訴
え
た
こ
と
に
あ
る
。
後
に
首
相
を
務
め

る
ク
レ
モ
ン
ソ
ー
（Georges Clem

enceau

）
は
翌
年
、
虐
殺
の
証
言
を
ま
と
め
た
最
初
の
書
籍
で
序
文
を
担
当
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス

を
代
表
す
る
政
治
家
・
ジ
ョ
レ
ス
（Jean Jaurès

）
も
議
会
で
言
及
し
た（
（3
（

。
戦
後
、
ト
ル
コ
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐

殺
が
行
わ
れ
た
事
実
を
一
向
に
承
認
し
な
か
っ
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
を
含
む
世
界
各
地
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は
移
住
先
の
政

府
に
事
実
を
認
定
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
を
始
め
た
。
在
仏
ア
ル
メ
ニ
ア
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
虐
殺
の
追
悼
式
や
集
会
を
開
き
、
そ

こ
に
地
元
の
市
長
や
国
会
議
員
を
巻
き
込
む
こ
と
で
、
政
府
に
よ
る
事
実
の
承
認
を
試
み
た（
（3
（

。
そ
の
努
力
は
功
を
奏
し
、
一
九
八
四
年
一

月
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
（François M

itterrand

）
は
歴
代
の
仏
大
統
領
で
初
め
て
虐
殺
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
ア
ル

メ
ニ
ア
の
祭
日
に
合
わ
せ
て
ア
ル
メ
ニ
ア
系
住
民
が
多
く
住
む
リ
オ
ン
近
郊
の
街
を
訪
れ
た
際
、「
あ
な
た
方
を
打
ち
の
め
し
た
虐
殺
の

痕
跡
を
消
し
去
る
こ
と
は
不
可
能
だ（
（3
（

」
と
声
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
二
〇
〇
一
年
の
シ
ラ
ク
（Jacques 
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Chirac

）
政
権
時
、
先
進
国
の
中
で
初
め
て
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
の
歴
史
的
事
実
を
確
認
す
る
立
場
を
表
明
し
た（
（3
（

。

　

フ
ラ
ン
ス
が
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
に
関
す
る
議
論
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
背
景
に
は
、
共
和
国
建
国
の
理
念
と
し
て
据
え
ら
れ
て
い
る

「
人
権
」
へ
の
意
識
が
関
わ
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
親
ア
ル
メ
ニ
ア
派
は
、
一
九
二
三
年
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
条
約
で
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ

め
と
す
る
大
国
が
ア
ル
メ
ニ
ア
の
独
立
を
取
り
消
し
た
こ
と
に
羞
恥
心
を
抱
い
て
き
た
。「
人
権
発
祥
の
国
」
と
し
て
の
自
覚
が
、
虐
殺

で
人
権
を
著
し
く
侵
害
さ
れ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
一
部
の
フ
ラ
ン
ス
人
を
駆
り
立
て
た
と
も
言
え
る（
（3
（

。

　

し
か
し
、
共
和
国
の
理
念
に
端
を
発
し
た
親
ア
ル
メ
ニ
ア
的
な
行
動
が
、
直
ち
に
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
も
通
じ
る
と
解
釈
す
る
の
は
い
さ

さ
か
早
合
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
共
和
国
は
、
普
遍
的
な
個
人
主
義
の
下
に
国
民
を
統
合
す
る
と
の
理
念
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
外
交

政
策
に
お
い
て
特
定
の
民
族
集
団
を
優
遇
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
移
民
大
国
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
ア
ル
メ
ニ
ア
出
身
者
は
フ

ラ
ン
ス
の
全
人
口
数
の
〇
・
五
％
に
も
満
た
な
い（
（3
（

。
一
方
で
、
ト
ル
コ
出
身
者
は
三
・
五
％
に
上
り
、
ア
ジ
ア
圏
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
来
る

移
民
の
中
で
も
抜
き
ん
出
て
い
る（
（3
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
国
内
に
「
多
く
」
い
る
ア
ル
メ
ニ
ア
系
フ
ラ
ン
ス
人
に
よ
る
ロ
ビ
イ
ン
グ
を
理
由
に
、

フ
ラ
ン
ス
外
交
を
親
ア
ル
メ
ニ
ア
的
と
み
な
す
に
は
限
界
が
あ
る
。
第
三
章
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
一
九
九
二
年
、
カ
ラ
バ

フ
紛
争
で
起
き
た
人
道
危
機
に
対
し
人
道
援
助
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
た
が
、
そ
の
際
も
あ
く
ま
で
無
差
別
的
な
支
援
を
届
け
る
た

め
だ
と
説
明
し
た（
（3
（

。

　

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
が
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
強
い
同
情
心
を
抱
い
て
い
た
と
し
て
も
、
国
際
政
治
で
ア
ル
メ
ニ
ア
人
擁
護
を
殊
更
に
押
し
出

せ
る
状
況
に
な
か
っ
た
。
カ
ラ
バ
フ
紛
争
が
起
き
た
一
九
八
八
〜
一
九
九
四
年
は
、
冷
戦
の
終
結
期
と
い
う
地
殻
変
動
の
真
っ
た
だ
中
に

あ
り
、
そ
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
外
交
は
対
ソ
関
係
や
欧
州
秩
序
の
変
動
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
ソ
連
が
現
存
し
て
い

た
一
九
八
八
〜
一
九
九
一
年
は
、
カ
ラ
バ
フ
問
題
は
ソ
連
の
内
政
問
題
で
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
場
に
お
い
て
東
西
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
内
政

不
干
渉
を
確
認
し
合
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
も
そ
も
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
口
出
し
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
良
好
な

関
係
を
築
い
て
い
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
体
制
を
支
持
す
る
こ
と
で
、
欧
州
で
の
変
動
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
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冷
戦
構
造
の
崩
壊
に
よ
っ
て
カ
ラ
バ
フ
紛
争
が
国
家
間
紛
争
に
様
変
わ
り
し
た
後
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
諸
国
は
、
紛
争

の
周
辺
国
へ
の
拡
大
、
と
り
わ
け
イ
ラ
ン
の
介
入
を
懸
念
し
て
い
た
。
地
域
紛
争
へ
の
発
展
を
避
け
る
た
め
に
は
、
イ
ラ
ン
を
除
く
関
係

各
国
が
協
同
し
て
調
停
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
安
全
保
障
上
の
観
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
欧
米
諸
国
・
ロ
シ
ア
・
ト
ル
コ
を
含
み
つ
つ
イ

ラ
ン
を
除
外
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
が
、
調
停
役
及
び
平
和
維
持
活
動
の
役
割
を
担
う
機
構
と
し
て
浮
上
し
た
。
英
米
主
導
の
北
大
西
洋
条
約
機

構
［
以
下
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
略
記
］
へ
の
依
存
を
嫌
う
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
機
能
の
強
化
は
好
ま
し
い
流
れ
で
も
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
欧
州
政
治
環
境
の
変
動
期
に
あ
っ
て
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
は
外
交
の
場
で
ア
ル
メ
ニ
ア
人
擁
護
を
前
面
に
押
し
出
す

こ
と
は
な
か
っ
た
。
外
務
省
の
具
体
的
な
対
応
つ
い
て
は
、
第
二
章
以
降
で
詳
述
す
る
。

二　

国
内
問
題
と
し
て
の
カ
ラ
バ
フ
紛
争

㈠　

親
ア
ル
メ
ニ
ア
勢
力
の
活
性
化

１　

カ
ラ
バ
フ
問
題
の
表
面
化

　

一
九
八
五
年
三
月
に
ソ
連
共
産
党
書
記
長
と
し
て
選
出
さ
れ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
翌
八
六
年
か
ら
八
七
年
に
か
け
て
、
ペ
レ
ス
ト
ロ

イ
カ
（
建
て
直
し
・
改
革
）
と
グ
ラ
ー
ス
ノ
ス
チ
（
情
報
公
開
）
を
始
動
す
る
。
開
始
当
初
は
経
済
改
革
が
中
心
で
、
政
策
の
影
響
は
限
定

的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
八
八
年
前
半
に
政
治
改
革
に
力
点
を
移
し
た
後
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
ソ
連
の
民
族
問
題
や
連
邦
制
問
題
に

も
広
が
り
、
ソ
連
内
の
共
和
国
内
で
民
族
主
義
が
一
斉
に
高
揚
し
て
い
っ
た（
（3
（

。

　

前
章
で
も
見
た
よ
う
に
、
と
り
わ
け
カ
ラ
バ
フ
は
一
九
二
〇
年
以
降
、
ア
ル
メ
ニ
ア
へ
の
移
管
要
求
が
断
続
的
に
起
き
て
い
た
。
そ
う

し
た
背
景
か
ら
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
、
バ
ル
ト
三
国
や
グ
ル
ジ
ア
と
並
ん
で
大
衆
運
動
が
始
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ま
っ
て
い
た（
（3
（

。
実
際
に
、
一
九
八
六
年
春
ご
ろ
に
は
す
で
に
「
ナ
ゴ
ル
ノ=

カ
ラ
バ
フ
お
よ
び
ア
ル
メ
ニ
ア
で
請
願
の
署
名
集
め
、
地
方

ソ
ヴ
ェ
ト
で
の
討
論
、
モ
ス
ク
ワ
へ
の
代
表
派
遣
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た（
（4
（

」
と
い
う
。
ま
た
、
一
九
八
七
年
八
月
に
カ
ラ
バ
フ
の
ア
ル
メ

ニ
ア
へ
の
編
入
を
求
め
る
七
万
五
〇
〇
〇
人
の
署
名
入
り
の
手
紙
が
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
送
ら
れ
た（
（4
（

。

　

一
九
八
七
年
一
一
月
に
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
経
済
学
者
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
経
済
顧
問
を
務
め
て
い
た
ア
ガ
ン
ベ
ギ
ャ
ン
（A

bel 

A
ganbegyan

）
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
集
会
に
参
加
し
た
際
、「
ナ
ゴ
ル
ノ=

カ
ラ
バ
フ
が
ア
ル
メ
ニ
ア
の
も
の
と
な
る
こ

と
を
望
む
、
経
済
的
に
は
ナ
ゴ
ル
ノ=

カ
ラ
バ
フ
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
よ
り
も
ア
ル
メ
ニ
ア
の
方
に
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る（
（4
（

」
と

述
べ
、
そ
の
発
言
が
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
紙
『
ユ
マ
ニ
テ
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
が
ソ
連
内
に
知
れ
渡
る
と
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
側
も

そ
れ
に
反
応
す
る
形
で
、
敵
対
意
識
が
高
ま
っ
て
い
っ
た（
（4
（

。
む
ろ
ん
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
こ
の
時
の
集
会
に
な
ん
ら
関
与
し
て
い
な
い
が
、

奇
し
く
も
フ
ラ
ン
ス
の
地
で
両
民
族
の
対
立
悪
化
の
火
種
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た（
（4
（

。

　

当
初
、
平
和
的
か
つ
合
法
的
な
形
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
民
族
運
動
は
、
一
九
八
八
年
に
入
っ
て
暴
力
化
を
始
め
た
。
自
治
州

で
は
五
〇
〇
〇
人
以
上
が
集
ま
る
大
衆
集
会
が
開
か
れ
、
エ
レ
ヴ
ァ
ン
に
波
及
し
た
デ
モ
は
一
〇
〇
万
人
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
て
い
た（
（4
（

。

カ
ラ
バ
フ
自
治
州
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
代
表
は
二
月
二
〇
日
、
カ
ラ
バ
フ
を
ア
ル
メ
ニ
ア
に
帰
属
変
更
す
る
よ
う
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
・
ア

ル
メ
ニ
ア
両
共
和
国
最
高
会
議
に
訴
え
る
行
動
に
出
る（
（4
（

。
そ
の
二
日
後
、
こ
れ
に
反
発
し
た
自
治
州
の
ア
ゼ
ル
人
が
カ
ラ
バ
フ
の
州
都
・

ス
テ
パ
ナ
ケ
ル
ト
ま
で
抗
議
デ
モ
行
進
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
途
中
で
ア
ル
メ
ニ
ア
人
住
民
と
衝
突
し
、
ア
ゼ
ル
人
死
者
二
名
と
、
両

民
族
合
わ
せ
て
四
五
名
の
負
傷
者
が
生
じ
た（
（4
（

。
さ
ら
に
二
八
日
に
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
首
都
近
郊
に
あ
る
第
二
の
都
市
・

ス
ム
ガ
イ
ト
で
、
数
十
人
の
死
者
（
そ
の
多
く
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
）
と
数
百
人
の
負
傷
者
を
出
す
衝
突
事
件
が
発
生
す
る（
（4
（

。
い
わ
ゆ
る
ス
ム

ガ
イ
ト
事
件
は
、
両
共
和
国
及
び
ソ
連
中
央
に
衝
撃
を
与
え
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
暴
力
化
の
契
機
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

２　

フ
ラ
ン
ス
で
の
反
応

　

熱
を
帯
び
始
め
た
ソ
連
邦
内
で
の
民
族
運
動
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ど
の
程
度
関
心
を
持
た
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
八
七
年
以
前
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は
、
少
な
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
八
六
〜
八
七
年
の
仏
紙
『
ル
・
モ
ン
ド

（Le M
onde

）』
で
「
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
」
と
検
索
し
て
も
、
一
件
も
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
」
の
関
連
記
事
は
一

三
件
、「
ア
ル
メ
ニ
ア
」
の
そ
れ
は
六
八
件
で
、
主
に
ア
リ
エ
フ
（H

eydar A
liye

（
（4
（v

）
の
健
康
状
態
や
退
陣
、
ア
ル
メ
ニ
ア
秘
密
解
放
軍（
（5
（

、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
に
残
さ
れ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
系
フ
ラ
ン
ス
人（
（5
（

に
関
す
る
記
事
で
あ
っ
た
。
在
仏
ア
ル
メ
ニ
ア
人
向
け
の

仏
語
雑
誌
『
ア
ル
メ
ニ
ア
（A

rm
énia

）』
に
お
い
て
も
、
一
九
八
七
年
以
前
の
内
容
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
や
ト

ル
コ
の
欧
州
共
同
体
［
以
下
、
Ｅ
Ｃ
と
略
記
］
の
加
盟
問
題
に
関
す
る
話
題
が
中
心
で
、
カ
ラ
バ
フ
と
い
う
用
語
さ
え
ほ
と
ん
ど
出
て
き
て

い
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
議
会
で
提
出
さ
れ
た
公
開
質
問
状
も
、
も
っ
ぱ
ら
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
の
事
実
承
認
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

し
か
し
、
一
九
八
八
年
二
月
末
に
起
き
た
ス
ム
ガ
イ
ト
事
件
の
一
報
が
入
る
と
、
在
仏
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
間
で
も
カ
ラ
バ
フ
を
め
ぐ
る

対
立
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
デ
モ
と
い
う
目
に
見
え
る
形
で
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
ム
ガ
イ
ト
事
件
が
起
き
た
直

後
、
雑
誌
『
ア
ル
メ
ニ
ア
』
の
三
・
四
月
号
で
は
カ
ラ
バ
フ
の
特
集
号
を
三
二
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
組
み
、
自
治
州
の
歴
史
や
、
昨
年
以

降
の
動
向
、
世
界
各
地
の
デ
モ
活
動
の
様
子
を
写
真
付
き
で
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ス
ム
ガ
イ
ト
事
件
が
起
き
る
三

日
前
の
二
月
二
五
日
の
時
点
で
す
で
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
メ
ニ
ア
使
徒
教
会
の
聖
職
者
で
あ
る
ナ
カ
チ
ア
ン
（K

ud N
acachian

）
が
主

導
し
、
パ
リ
の
ソ
連
大
使
館
前
で
デ
モ
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
同
じ
日
に
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
駐
仏
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
使
に
建
議

し
て
い
る（
（5
（

。
そ
の
翌
日
に
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
向
け
の
ラ
ジ
オ
Ａ
Ｙ
Ｐ
の
中
で
、
カ
ラ
バ
フ
か
ら
帰
還
し
た
人
が
「
ト
ル
コ
系
ア
ゼ
ル
人

が
多
数
派
を
占
め
る
カ
ラ
バ
フ
の
町
で
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
攻
撃
さ
れ
た（
（5
（

」
と
の
最
初
の
証
言
が
放
送
さ
れ
た
。

　

ス
ム
ガ
イ
ト
事
件
以
降
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
様
々
な
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
抗
議
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
三
月
二
一
日
、

ア
ル
メ
ニ
ア
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
代
表
と
ア
ル
メ
ニ
ア
使
徒
教
会
は
一
万
一
〇
〇
〇
〜
一
万
二
〇
〇
〇
人
を
パ
リ
の
共
済
組
合
会
館
に
集

め
、
カ
ラ
バ
フ
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
へ
の
支
持
を
呼
び
か
け
た（
（5
（

。
ま
た
、
ア
ル
メ
ニ
ア
系
の
三
つ
の
政
党
は
、
三
月
二
六
日
に
「
シ
ベ
リ
ア
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の
よ
う
な
寒
さ（
（5
（

」
の
中
、
三
〇
〇
〇
〜
四
〇
〇
〇
人
規
模（
（5
（

の
デ
モ
を
、
六
月
二
五
日
に
は
三
万
人
の
デ
モ
を
い
ず
れ
も
パ
リ
の
ソ
連
大
使

館
前
で
敢
行
し
た（
（5
（

。

　

在
仏
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ら
の
訴
え
は
、
程
な
く
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
政
界
も
巻
き
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
ム
ガ
イ
ト
で
の
事
件
か
ら
一
カ

月
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
議
会
で
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
ア
ル
メ
ニ
ア
で
の
出
来
事
の
説
明
を
求
め
る
初
め
て
の
質

問
状
が
、
デ
モ
が
行
わ
れ
た
三
月
二
一
日
に
提
出
さ
れ
た（
（5
（

。
四
月
に
は
、
ナ
カ
チ
ア
ン
が
当
時
農
業
大
臣
を
務
め
て
い
た
ロ
カ
ー
ル

（M
ichel Rocard

：
翌
月
か
ら
首
相
に
就
任
）
と
対
談
し
、
両
共
和
国
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
お
け
る
状
況
を
伝
え
た（
（5
（

。
ま
た
六
月
二
六
日
、
ア
ル
メ

ニ
ア
人
の
芸
術
家
ら
が
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を
望
む
ト
ロ
カ
デ
ロ
広
場
で
ア
ル
メ
ニ
ア
人
へ
の
連
帯
を
訴
え
た
際
、
当
時
の
文
化
相
も
駆
け
つ

け
た（
（6
（

。

　

フ
ラ
ン
ス
外
務
省
は
、
カ
ラ
バ
フ
情
勢
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
、
一
〇
月
に
な
っ
て
初
め
て
回
答
し
て
い
る（
（6
（

。
質
問
状
が
提
出
さ
れ

た
頃
、
ソ
連
内
部
で
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
や
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
最
高
議
会
に
お
け
る
編
入
決
議
の
可
決
に
対
し
、
ソ
連
首
脳
部
が
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
領
内
に
留
め
る
決
定
を
下
す
な
ど
、
帰
属
変
更
を
め
ぐ
る
動
き
が
活
発
に
な
り
始
め
て
い
た
。
ま
た
、
ソ
連
首
脳
部
の
煮
え

切
ら
な
い
決
定
は
両
共
和
国
で
民
族
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
激
し
、
七
月
頃
に
は
ア
ル
メ
ニ
ア
全
国
民
運
動
が
、
八
月
頃
に
は
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
人
民
戦
線
が
形
成
さ
れ
た（
（6
（

。
質
問
状
を
提
出
し
た
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
と
同
じ
社
会
党
の
議
員
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
「［
カ
ラ
バ
フ

に
住
む
人
々
の
：
引
用
者
注
］
民
族
自
決
の
尊
重
に
反
し
て
い
る
」
と
し
て
、
外
務
省
に
対
し
、
政
治
的
解
決
を
見
出
す
た
め
に
ソ
連
当
局

に
介
入
す
る
の
か
と
問
う
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
外
務
省
の
返
答
に
は
、
二
つ
の
重
要
な
立
場
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
内
政
不
干

渉
の
立
場
を
打
ち
出
し
て
い
る
点
だ
。
外
務
省
は
、
緊
張
関
係
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、「
他
国
の
主
権
の
内
政
に
介
入
せ
ず
に
事

態
を
用
心
深
く
見
守
る
」
と
述
べ
た
。
カ
ラ
バ
フ
問
題
は
あ
く
ま
で
ソ
連
の
国
内
事
情
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
が
介
入
す
る
余
地
は
な
い
と

の
見
解
を
示
し
た
の
だ
。
二
つ
目
は
、
人
権
と
民
族
自
決
を
尊
重
す
る
た
め
に
、
二
国
間
関
係
の
枠
組
み
と
並
行
し
て
、
多
国
間
の
枠
組

み
の
中
で
外
交
的
解
決
を
図
り
た
い
と
主
張
し
て
い
る
点
だ
。
回
答
の
中
で
は
、「
と
り
わ
け
ウ
ィ
ー
ン
で
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
枠
内
で
」
と
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述
べ
て
い
る
。
実
際
に
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
が
カ
ラ
バ
フ
問
題
解
決
の
枠
組
み
と
し
て
本
格
的
に
活
用
さ
れ
始
め
た
の
は
一
九
九
二
年
一
月
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
だ
が
、
仏
外
務
省
は
一
九
八
八
年
一
〇
月
の
時
点
で
す
で
に
、
東
西
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
対
話
の
場
で
あ
っ
た
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
を
紛

争
解
決
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
の
後
九
月
か
ら
翌
年
二
月
に
か
け
て
、
四
名
の
議
員
が
ソ
連
当
局
に
対
し
行
動
を
と
る
よ
う
求
め
た
が
、
外
務
省
は
そ
も
そ
も
議
員

の
質
問
に
対
し
て
翌
年
五
月
ま
で
返
答
し
な
か
っ
た（
（6
（

。
こ
の
間
、
一
九
八
八
年
五
月
に
再
選
し
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
は
、
一
一
月
二
五

〜
二
六
日
に
ソ
連
を
訪
れ
、
七
時
間
以
上
に
及
ぶ
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
と
の
会
談
の
中
で
カ
ラ
バ
フ
情
勢
に
つ
い
て
触
れ
て
は
い
る（
（6
（

。

会
談
後
の
記
者
会
見
で
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
人
権
に
関
し
て
率
直
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
カ
ラ
バ
フ

情
勢
は
数
あ
る
議
題
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る（
（6
（

。
こ
の
時
、
ア
ル
メ
ニ
ア
か
ら
約
一
四
万
人
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
が
、

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
か
ら
は
約
一
六
万
人
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
流
出
し
て
い
た（
（6
（

。

㈡　

ア
ル
メ
ニ
ア
地
震
と
親
ア
ル
メ
ニ
ア
感
情
の
高
ま
り

　

一
一
月
半
ば
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
各
地
で
大
衆
集
会
や
デ
モ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
が
続
い
て
い
た
。
カ
ラ
バ

フ
自
治
州
を
め
ぐ
る
民
族
間
対
立
が
深
ま
る
中
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
親
ア
ル
メ
ニ
ア
世
論
が
さ
ら
に
高
ま
る
き
っ
か
け
と
な
る
出
来
事

が
起
き
た
。
そ
れ
は
、
一
九
八
八
年
一
二
月
七
日
に
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
北
西
部
の
都
市
・
ス
ピ
タ
ク
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

六
・
九
の
地
震
で
あ
る
。
こ
の
地
震
で
、
ス
ピ
タ
ク
の
住
民
の
約
半
数
が
死
亡
し
、
街
は
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
。
地
域
全
体
で
は
、
少
な

く
と
も
約
二
万
五
〇
〇
〇
人
の
死
者
と
一
三
万
人
の
負
傷
者
を
生
み
、
さ
ら
に
五
〇
〜
七
〇
万
人
が
家
を
失
う
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た（
（6
（

。
ソ
連
国
内
で
災
害
が
起
き
た
と
の
一
報
は
諸
外
国
に
伝
わ
り
、
二
日
後
に
は
ソ
連
当
局
の
要
請
を
受
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
や
ア

メ
リ
カ（
（6
（

、
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
日
本
な
ど
を
含
む
七
〇
カ
国
以
上
の
援
助
部
隊
が
次
々
現
地
に
入
っ
た（
（6
（

。
中
で
も
フ

ラ
ン
ス
政
府
は
、
一
二
月
九
日
か
ら
一
〇
日
に
か
け
て
、
三
三
五
名
の
支
援
部
隊
と
五
五
匹
の
レ
ス
キ
ュ
ー
犬
を
い
ち
早
く
派
遣
し
た
が
、
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こ
れ
は
諸
外
国
の
そ
れ
と
比
べ
て
も
規
模
が
大
き
い
も
の
だ
っ
た（
（7
（

。

　

ア
ル
メ
ニ
ア
地
震
は
、
一
見
カ
ラ
バ
フ
紛
争
と
は
直
接
的
に
関
係
の
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
こ
の
災
害
を
機
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の

ア
ル
メ
ニ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
団
結
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
ま
っ
た
と
い
う
点
で
無

関
係
で
は
な
い
。
地
震
発
生
の
翌
日
、
南
部
の
都
市
・
マ
ル
セ
イ
ユ
に
あ
る
教
会
で
開
か
れ
た
集
会
は
満
員
に
な
り
、
中
に
は
地
震
発
生

前
に
行
わ
れ
た
デ
モ
に
は
参
加
し
て
こ
な
か
っ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
も
い
た
と
い
う（
（7
（

。
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
メ
ニ
ア
教
会
は
「
Ｓ
・
Ｏ
・
Ｓ
・

ア
ル
メ
ニ
ア
（S.O

.S. A
rm

énie

）」
を
、
ア
ル
メ
ニ
ア
革
命
同
盟
（
ダ
シ
ナ
ク
党
）
に
近
い
人
々
は
「
青
十
字
（la Croix bleue

）」
と
呼
ば

れ
る
支
援
団
体
を
通
じ
て
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
か
ら
届
く
物
資
や
支
援
金
の
窓
口
と
な
り
、
一
九
八
九
年
二
月
一
〇
日
ま
で
の
約
二
カ
月
間

で
マ
ル
セ
イ
ユ
地
域
だ
け
で
実
に
五
〇
〇
万
フ
ラ
ン
（
一
億
円
に
相
当
）
に
も
及
ぶ
支
援
金
を
集
め
た（
（7
（

。
ま
た
、
ア
ル
メ
ニ
ア
系
フ
ラ
ン

ス
人
で
、
国
民
的
歌
手
・
ア
ズ
ナ
ヴ
ー
ル
（Charles A

znavour

）
も
、
自
身
の
名
前
を
冠
し
た
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ア
ル
メ
ニ
ア
の
た

め
の
ア
ズ
ナ
ヴ
ー
ル
（A

znavour pour lʼA
rm

énie

）」
を
立
ち
上
げ
、
支
援
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
に
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
も
「
国
内
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
類
い
稀
な
連
帯
を
も
た
ら
し
た（
（7
（

」
と
観
察
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
地
震
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
不
幸
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
あ
た
り
、
親
ア
ル
メ
ニ
ア
の
世
論
が
高

ま
る
契
機
と
な
っ
た
。
仏
紙
『
ル
・
モ
ン
ド
』
が
地
震
発
生
の
翌
日
か
ら
一
二
月
末
に
か
け
て
、
現
地
や
在
仏
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
支
援
の

様
子
、
政
府
の
援
助
に
つ
い
て
連
日
の
よ
う
に
報
道
し
た
こ
と
か
ら
も
、
ア
ル
メ
ニ
ア
地
震
が
フ
ラ
ン
ス
社
会
で
一
定
程
度
関
心
を
集
め

た
と
言
え
る
。
ま
た
パ
リ
市
が
、
地
震
か
ら
二
日
後
の
金
曜
日
に
援
助
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
日
曜
日
に
は
四
〇
〇
ト
ン
も
の
支
援
物

資
が
集
ま
っ
た
と
い
う（
（7
（

。
当
時
の
パ
リ
市
議
会
議
員
は
、「
パ
リ
市
民
の
団
結
に
最
も
心
を
動
か
さ
れ
た（
（7
（

」
と
回
顧
し
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
ア
ル
メ
ニ
ア
人
へ
の
連
帯
意
識
が
強
ま
る
一
方
、
現
地
で
は
、
不
幸
に
も
自
然
災
害
が
両
民
族
の
敵
対
感
情
を
煽
る
要
因

と
な
っ
て
い
た
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
が
救
援
物
資
輸
送
を
妨
害
し
、「
地
震
は
ア
ッ
ラ
ー
の
神
が
ア
ル
メ
ニ
ア
を
懲
ら
し
め
た
の
だ（
（7
（

」

と
の
声
も
聞
か
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
動
き
を
う
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
五
つ
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
団
体
は
一
二
月
下
旬
、「
カ
ラ
バ
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フ
自
治
州
に
住
む
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
日
常
的
に
命
を
脅
か
さ
れ
て
お
り
、
暴
力
の
目
的
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
運
動
の
弱
体
化
と
カ
ラ
バ
フ
の

脱
ア
ル
メ
ニ
ア
化
に
違
い
な
い
と
憂
慮
し
て
い
る（
（7
（

」
と
記
し
た
共
同
書
簡
を
『
ル
・
モ
ン
ド
』
に
寄
稿
し
て
い
る
。

㈢　

仏
外
務
省
の
慎
重
姿
勢

１　

一
九
八
九
〜
一
九
九
〇
年
、
対
立
関
係
の
悪
化

　

ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
当
初
、
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
ア
ル
メ
ニ
ア
へ
の
帰
属
変
更
を
合
法
的
な
形
で
訴
え
て
き
た
が
、
ソ
連
首
脳
部
か
ら
も

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
八
九
年
九
月
に
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
主
権
宣
言
を
行
い
、
そ
の

中
で
「
ナ
ゴ
ル
ノ=

カ
ラ
バ
フ
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
不
可
分
の
一
部（
（7
（

」
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
最
高

会
議
と
カ
ラ
バ
フ
民
族
評
議
会
は
一
二
月
、
ア
ル
メ
ニ
ア
と
自
治
州
の
再
合
同
の
決
議
を
共
同
採
択
し
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
反
発
を

招
い
た
。
こ
う
し
て
一
九
八
九
年
末
以
降
、
ア
ル
メ
ニ
ア
と
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
は
帰
属
変
更
の
既
成
事
実
化
を
「
自
ら
」
試
み
、
他
方
で

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
そ
れ
を
否
定
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
両
者
間
の
対
立
の
構
図
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
点
で
、
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
の
難
民
は
三
三
万
人
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
一
七
万
人
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
て
い
た（
（7
（

。

　

一
九
九
〇
年
に
入
る
と
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
各
地
で
大
掛
か
り
な
ア
ル
メ
ニ
ア
人
へ
の
ポ
グ
ロ
ム（
（8
（

が
発
生
す
る
。
一
月
一
九
・
二
〇

日
に
は
、
ソ
連
軍
と
内
務
省
部
隊
が
一
〇
〇
人
前
後
の
バ
ク
ー
市
民
を
無
差
別
に
殺
害
し
た
「
黒
い
一
月
事
件
」
が
発
生
し
た（
（8
（

。
ア
ル
メ

ニ
ア
人
を
十
分
に
保
護
し
な
か
っ
た
ソ
連
軍
に
対
す
る
不
満
か
ら
、
ア
ル
メ
ニ
ア
国
内
で
は
民
兵
組
織
「
ア
ル
メ
ニ
ア
国
民
軍
」
が
結
成

さ
れ
、
三
月
末
か
ら
自
治
州
内
や
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
飛
び
地
・
ナ
ヒ
チ
ェ
ヴ
ァ
ン
自
治
共
和
国
と
の
国
境
地
帯
で
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
人
の
村
を
襲
撃
し
、
さ
ら
に
ソ
連
軍
の
駐
屯
地
を
攻
め
入
っ
た（
（8
（

。

　

両
共
和
国
で
は
、
暴
力
が
蔓
延
る
だ
け
で
な
く
、
排
外
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
目
に
見
え
る
形
で
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
八
月
四
日
に

は
ア
ル
メ
ニ
ア
最
高
会
議
選
挙
で
ア
ル
メ
ニ
ア
全
国
民
運
動
が
共
産
党
に
勝
利
し
、
テ
ル=

ペ
ト
ロ
シ
ャ
ン
（Levon T

er-Petrosyan

）
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が
議
長
に
選
出
さ
れ
る
。
さ
ら
に
同
月
二
三
日
に
は
主
権
宣
言
を
行
い
、
翌
日
に
は
国
名
及
び
国
旗
に
関
す
る
法
律
が
採
択
さ
れ
る
。
他

方
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
お
い
て
も
反
モ
ス
ク
ワ
感
情
が
高
ま
り
、
年
末
に
は
国
名
か
ら
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
民
主
主
義
」
の
名
称
を
外
し
、

独
立
期
（
一
九
一
八
〜
一
九
二
〇
年
）
の
旗
を
復
活
さ
せ
る
に
至
っ
た
。

２　

フ
ラ
ン
ス
で
の
反
応

　

一
九
八
八
年
末
の
ア
ル
メ
ニ
ア
地
震
に
対
し
、
地
域
か
ら
国
政
レ
ベ
ル
ま
で
積
極
的
な
ア
ル
メ
ニ
ア
支
援
が
行
わ
れ
る
中
、
フ
ラ
ン
ス

の
国
民
議
会
議
員
は
前
年
に
も
増
し
て
カ
ラ
バ
フ
情
勢
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
月
に
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
多
く
住
む
町
か
ら

選
出
さ
れ
た
二
名
の
国
民
議
会
議
員（
（8
（

が
、
ア
ル
メ
ニ
ア
を
訪
問
し
、
地
震
の
支
援
物
資
を
届
け
る
と
同
時
に
ス
ム
ガ
イ
ト
事
件
の
一
周
年

記
念
式
典
に
参
加
し
て
い
る（
（8
（

。
国
民
議
会
で
は
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
か
ら
九
〇
年
二
月
に
か
け
て
、
少
な
く
と
も
八
名
も
の
議
員
が
カ

ラ
バ
フ
紛
争
へ
の
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
介
入
を
求
め
る
声
を
発
し
て
い
る（
（8
（

。

　

ま
た
国
内
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
間
で
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
や
ソ
連
当
局
を
批
判
す
る
デ
モ
が
断
続
的
に
行
わ
れ
て

い
た
。
一
九
八
九
年
七
月
四
日
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
が
フ
ラ
ン
ス
を
訪
問
し
た
際
に
は
、
三
〇
〇
〇
人
余
り
が
ソ
連
大
使
館
の
前
で

抗
議
活
動
を
行
っ
た（
（8
（

。
一
〇
月
一
七
日
に
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
対
し
経
済
封
鎖
の
解
除
を
求
め
る
二
〇
〇
〇
〜
四
〇
〇
〇
人
規
模

の
デ
モ
が
パ
リ
の
ト
ロ
カ
デ
ロ
広
場
で
行
わ
れ
、
歌
手
の
ア
ズ
ナ
ヴ
ー
ル
も
参
加
し
て
い
る（
（8
（

。
一
九
九
〇
年
一
月
一
五
日
に
は
、
マ
ル
セ

イ
ユ
に
住
む
ア
ル
メ
ニ
ア
系
住
民
が
ソ
連
領
事
館
の
前
で
抗
議
活
動
を
行
う
と
同
時
に
、
在
仏
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
代
表
は
デ
ュ
マ
外
相

（Roland D
um

as

）
と
面
会
し
、
ソ
連
当
局
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
が
介
入
す
る
よ
う
求
め
る
書
簡
を
提
出
し
た（
（8
（

。
こ
れ
を
受
け
て
、
デ
ュ

マ
外
相
は
二
〇
日
、
シ
ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
露
外
相
（Eduard Shevardnadze
）
と
の
対
談
の
折
に
「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
ア
ル
メ
ニ
ア
で
起

き
て
い
る
出
来
事
が
フ
ラ
ン
ス
で
痛
ま
し
く
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る（
（8
（

」
と
説
明
し
た
。

　

カ
ラ
バ
フ
情
勢
へ
の
介
入
を
求
め
る
国
内
の
声
が
大
き
く
な
る
一
方
で
、
外
務
省
の
行
動
は
そ
れ
に
呼
応
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
介
入
と
い
う
選
択
肢
か
ら
距
離
を
取
り
、
事
態
を
注
視
す
る
と
い
う
姿
勢
を
取
り
続
け
た
。
一
九
八
九
年
一
〇
月
か
ら
九
〇
年
二
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月
に
か
け
て
提
出
さ
れ
た
八
つ
の
質
問
状
に
対
し
て
、
外
務
省
は
四
月
九
日
、
同
一
の
内
容
で
ま
と
め
て
返
答
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
も
、

先
述
し
た
一
月
の
仏
ソ
外
相
会
談
に
つ
い
て
触
れ
る
以
外
、
政
府
は
カ
ラ
バ
フ
に
お
け
る
複
雑
で
深
刻
な
状
況
を
認
識
し
、「
在
仏
ア
ル

メ
ニ
ア
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
感
情
に
深
く
心
を
寄
せ
て
い
る（
（9
（

」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
四
名
の
議

員
が
外
務
省
の
具
体
的
な
行
動
を
問
い
質
し
て
お
り
、
中
に
は
議
員
に
よ
る
調
査
団
を
派
遣
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
出
さ

れ
た（
（9
（

。
し
か
し
、
外
務
省
は
「
必
要
に
な
れ
ば
、
ソ
連
当
局
に
対
し
て
調
査
団
の
派
遣
す
る
用
意
が
あ
る（
（9
（

」
と
回
答
す
る
だ
け
だ
っ
た
。

一
九
九
〇
年
五
月
二
五
日
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
と
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
七
度
目
と
な
る
首
脳
会
談
に
モ
ス
ク
ワ
で
臨
ん
だ
際
、
カ
ラ
バ
フ
情
勢
に

つ
い
て
も
触
れ
た
。
し
か
し
、
国
際
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し
く
動
く
中
で
、
二
人
の
関
心
は
カ
ラ
バ
フ
紛
争
以
上
に
、
ソ
連
全
般
の
政
治
経

済
状
況
や
ド
イ
ツ
東
西
統
一
に
向
け
ら
れ
て
い
た（
（9
（

。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
側
近
が
書
い
た
こ
の
時
代
の
外
交
に
関
す
る
本
や
、
デ
ュ
マ
外
相
の

回
顧
録
に
も
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
記
述
は
登
場
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
こ
と
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
外
交
の
中
で
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
優
先
順
位
が
低
か

っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る（
（9
（

。

３　

一
九
九
一
年
前
半
、
紛
争
の
激
化

　

一
九
九
一
年
に
入
る
と
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
攻
勢
を
強
め
、
カ
ラ
バ
フ
情
勢
は
一
層
緊
迫
化
し
て
い
く
。
理
由
の
一
つ
は
、
ソ
連

内
務
省
軍
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
内
務
省
特
務
警
察
隊
が
四
月
末
に
開
始
し
た
「
円
環
作
戦
」
と
呼
ば
れ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
民
兵
の
掃
討

作
戦
だ
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
、
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
北
側
に
位
置
す
る
シ
ャ
ウ
ミ
ャ
ノ
フ
ス
ク
地
区
及
び
ハ
ン
ラ
ル
地
区
を
急
襲
し
、

住
民
を
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
首
都
や
ア
ル
メ
ニ
ア
に
強
制
的
に
移
住
さ
せ
た（
（9
（

。
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
七
月
四
日
に

秩
序
回
復
を
宣
言
し
た
が
、
一
時
的
な
措
置
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
軍
及
び
ソ
連
軍
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
と
の
情
報
が
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
報
道
さ
れ
た
後
、
フ
ラ
ン

ス
の
世
論
は
急
激
に
親
ア
ル
メ
ニ
ア
に
傾
い
た
。『
ル
・
モ
ン
ド
』
は
「
ア
ル
メ
ニ
ア
を
助
け
よ
！
」
と
題
し
た
社
説
の
中
で
、
ソ
連
当

局
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
行
動
を
批
判
し
、「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
野
蛮
さ
を
非
難
し
、
食
い
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
（9
（

」
と
主
張
し
て
い
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る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
反
応
と
異
な
る
点
と
い
え
ば
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
を
支
持
す
る
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
に
対
し
て
非
難
の
声
が
表

出
し
た
こ
と
だ
。
五
月
六
日
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
ロ
シ
ア
に
数
時
間
立
ち
寄
っ
た
際
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
の
対
談
の
中
で
彼
へ
の
支
持
を

確
認
し
た
の
だ
が（
（9
（

、
そ
れ
を
知
っ
た
国
内
の
親
ア
ル
メ
ニ
ア
派
は
そ
の
二
日
後
、
ソ
連
の
軍
事
活
動
と
ミ
ッ
テ
ラ
ン
を
非
難
す
る
一
五
〇

〇
〜
二
〇
〇
〇
人
規
模
の
抗
議
活
動
を
パ
リ
で
実
施
し
た（
（9
（

。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
を
疑
問
視
す
る
声
は
、
彼
の
所
属
す
る
社
会
党
の
中
か
ら
も
見

ら
れ
、
国
際
関
係
の
事
案
を
担
当
す
る
社
会
党
の
ギ
ド
ニ
議
員
（Pierre Guidoni

）
は
、
ソ
連
軍
の
ア
ル
メ
ニ
ア
侵
攻
を
「
断
固
反
対（
（9
（

」

す
る
と
述
べ
た
。

４　

議
会
及
び
外
務
省
の
相
違

　

フ
ラ
ン
ス
の
国
民
議
会
で
は
、
五
月
二
〇
日
か
ら
六
月
三
日
と
い
う
短
い
期
間
で
四
人
の
議
員
が
「
円
環
作
戦
」
を
取
り
上
げ
、
外
務

省
に
見
解
を
求
め
て
い
る（
（10
（

。
そ
の
や
り
と
り
を
見
る
と
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
対
す
る
議
員
と
外
務
省
の
立
場
の
違
い
が
分
か
り
や
す
く
表

れ
て
い
る
。
例
え
ば
公
開
質
問
状
を
提
出
し
た
議
員
の
一
人
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
［
ソ
連
軍
に
よ
る
：
引
用
者
注
］
行
動
は
、
基
本
的
人
権
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
過
去
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
辛
酸
を
嘗
め
た
虐
殺

を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
殉
教
の
民
が
再
び
非
理
性
的
な
独
裁
体
制
の
被
害
者
と
な
ら
な
い
た
め
に
、
国
際
社
会
お
よ
び
人
権

の
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
そ
も
そ
も
結
束
す
る
義
務
が
あ
る（
（10
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
議
員
の
必
死
の
訴
え
に
も
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
介
入
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
ミ
ッ
テ

ラ
ン
は
、
ソ
連
の
崩
壊
直
前
ま
で
内
政
不
干
渉
の
立
場
を
貫
き
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
行
動
を
支
持
し
続
け
た
。
前
述
の
質
問
状
に
対
し
て
、

外
務
省
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
カ
ラ
バ
フ
情
勢
に
憂
慮
を
示
す
こ
と
は
で
き
る
が
、「
法
的
な
執
行
力
を
持
つ
ソ
連
に
反
論
す
る
こ
と
は
で
き

な
い（
（10
（

」
と
明
言
し
て
い
る
。
デ
ュ
マ
外
相
は
、
二
〇
年
後
の
二
〇
一
〇
年
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
な
ぜ
ア
ル
メ
ニ
ア
人
へ
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の
ポ
グ
ロ
ム
に
口
出
し
を
し
な
か
っ
た
の
か
と
問
わ
れ
た
際
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

私
の
立
場
は
、

―
ル
ー
マ
ニ
ア
に
対
し
て
行
っ
た
宣
言（
（10
（

を
除
い
て

―
と
て
も
明
白
で
厳
格
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、［
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
お
け
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
へ
の
ポ
グ
ロ
ム
や
、
バ
ル
ト
三
国
や
グ
ル
ジ
ア
で
の
抑
圧
：
引
用
者
注
］
の
動
き
に
介
入
し
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。（
…
）
歴
史
的
な
教
訓
か
ら
、
我
々
は
［
主
権
国
家
の
：
引
用
者
注
］
中
央
権
力
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
の
考
え
に
依
拠
し

て
い
る（
（10
（

。

　

な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
は
、
こ
こ
ま
で
ソ
連
内
政
に
対
し
て
不
干
渉
の
立
場
を
貫
き
、
最
後
ま
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
行
動
を
支
持
し
続
け
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
前
提
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
る
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
セ
ス
で
東
西
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
内
政
不
干
渉
の
原
則
が
確
立
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
（10
（

。

　

し
か
し
、
内
政
不
干
渉
と
い
う
国
際
法
上
の
一
般
原
則
以
上
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
ソ
連
を
、
欧
州
秩
序
を
維
持
す
る
上
で
の
重
要
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
バ
ル
ト
三
国
の
独
立
を
支
援
し
た
ア
メ
リ
カ
や
、
早
い
段
階
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
見
切
り
を
つ
け

エ
リ
ツ
ィ
ン
と
関
係
を
持
っ
た
イ
ギ
リ
ス
と
は
異
な
る
も
の
だ
っ
た（
（10
（

。
一
九
九
〇
年
一
〇
月
に
は
仏
ソ
友
好
協
力
条
約
に
調
印
し
、
五
〇

億
フ
ラ
ン
（
一
二
二
五
億
円
に
相
当
）
に
上
る
融
資
を
行
う
こ
と
で
合
意
し
た（
（10
（

。
さ
ら
に
ソ
連
崩
壊
直
前
の
一
〇
月
末
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
を
私
邸
に
招
待
し
た
後
の
会
見
で
「
我
々
が
相
手
に
す
る
の
は
ソ
連
だ（
（10
（

」
と
明
言
し
て
い
る
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
は
最
後
ま

で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
体
制
を
支
持
す
る
こ
と
こ
そ
が
欧
州
秩
序
の
流
動
を
食
い
止
め
る
と
考
え
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
ミ
ッ

テ
ラ
ン
は
ソ
連
の
全
権
を
持
つ
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
全
幅
の
信
頼
を
置
い
て
お
り
、
彼
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
支
持
は
確
固
た
る
も
の
だ
っ
た（
（10
（

。

　

ま
た
、
東
欧
諸
国
の
独
立
や
東
西
ド
イ
ツ
統
一
で
欧
州
が
揺
れ
動
く
中
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
と
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
お
互
い
に
似
た
よ
う
な
欧

州
秩
序
構
想
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
、
当
時
の
仏
ソ
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
一
九
八
九
年
一
二
月
末
、
欧
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州
諸
国
の
平
和
と
安
全
を
担
保
す
る
た
め
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
合
意
に
基
づ
い
た
新
た
な
「
欧
州
連
邦
（Confédération 

européenn

（
（11
（e

）」
構
想
を
発
表
し
た
一
方
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
少
し
前
の
同
年
七
月
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
「
欧
州
共
通

の
家
（общеевропейский

 дом

（
（11
（

）」
構
想
を
唱
え
て
い
た
。
双
方
の
構
想
と
も
、
ソ
連
を
含
ん
だ
欧
州
が
中
心
と
な
っ
て
新
し
い
秩
序
形

成
を
志
向
し
て
い
た
点
で
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
両
者
は
、
そ
の
現
実
的
な
一
歩
と
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
強
化
に
乗
り
出
し
、
一
九
八
九

年
一
二
月
六
日
の
キ
エ
フ
で
の
仏
ソ
会
談
で
は
新
し
い
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
意
気
投
合
し
た
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
同

月
二
一
日
、
パ
リ
で
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
首
脳
会
談
を
開
く
こ
と
を
提
案
し
、
一
年
後
の
一
九
九
〇
年
一
一
月
二
一
日
に
は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
パ
リ
憲
章
の

採
択
と
し
て
結
実
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ミ
ッ
テ
ラ
ン
と
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
個
人
的
な
信
頼
関
係
を
築
き
、
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
激
動
す
る
冷
戦
末
期
を
乗
り
越
え

よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、「
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
と
の
相
互
理
解
や
協
力
関
係
の
レ
ベ
ル
は
、
政
治
的
か
つ
人
間
的
な
見
地
か

ら
し
て
も
、
実
に
唯
一
無
二
で
あ
る（
（11
（

」
と
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
自
身
の
言
葉
に
も
に
じ
み
出
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
国
内

の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
擁
護
を
求
め
る
声
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ソ
連
が
一
二
月
に
崩
壊
す
る
ま
で
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
へ
口
出
し
し
な
い
姿
勢
を

貫
い
た
の
で
あ
る
。

三　

国
際
問
題
と
し
て
の
カ
ラ
バ
フ
紛
争

㈠　

当
事
国
と
の
外
交
関
係
の
樹
立

１　

両
共
和
国
の
独
立
承
認

　

一
九
九
一
年
八
月
上
旬
、
も
は
や
ソ
連
の
崩
壊
に
歯
止
め
が
効
か
な
く
な
っ
て
い
た
。
八
月
ク
ー
デ
タ
ー
が
失
敗
す
る
と
、
ソ
連
共
和
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国
は
次
々
に
独
立
を
宣
言
す
る
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
は
、
八
月
三
〇
日
に
独
立
宣
言
が
な
さ
れ
、
ム
タ
リ
ボ
フ
（A

yaz M
utalibov

）

が
九
月
八
日
の
国
民
投
票
で
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
。
ア
ル
メ
ニ
ア
は
、
九
月
二
一
日
に
ソ
連
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
、
一
〇
月
一
七
日

に
は
テ
ル=

ペ
ト
ロ
シ
ャ
ン
最
高
会
議
議
長
が
大
統
領
に
就
任
し
た
。
ソ
連
崩
壊
に
伴
う
両
共
和
国
の
独
立
は
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
構
造

自
体
を
内
政
問
題
か
ら
国
際
問
題
へ
と
大
き
く
変
え
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
の
ロ
シ
ュ
ブ
ロ
ワ
ン
ヌ
議
員
（François Rochebloine

）
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
独
立
宣
言
の
瞬
間
に
現
地
で
居
合

わ
せ
て
い
た
。「
私
は
フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
の
代
表
者
と
し
て
、
国
民
投
票
に
関
す
る
協
議
の
行
方
を
見
守
っ
た
。
私
は
、
大
多
数
の
ア

ル
メ
ニ
ア
人
が
独
立
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
に
象
徴
的
な
力
を
感
じ
た
。（
…
）
自
由
が
ア
ル
メ
ニ
ア
国
民
と
一
体
と
な
っ
た
瞬
間
で
あ

っ
た（
（11
（

」
と
回
想
し
て
い
る
。
帰
国
し
て
一
カ
月
後
、
ロ
シ
ュ
ブ
ロ
ワ
ン
ヌ
議
員
は
質
問
状
を
出
し
、「
今
日
四
〇
万
人
近
い
ア
ル
メ
ニ
ア

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
抱
え
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
緊
密
な
繋
が
り
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
を
正
式
に
承
認
す
る
用
意
が

で
き
て
い
る
か（
（11
（

」
と
政
府
に
投
げ
か
け
た
。
別
の
議
員
も
ま
た
、
独
立
の
承
認
時
期
を
問
う
質
問
状
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。

　

ア
ル
メ
ニ
ア
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
特
別
な
責
務
が
あ
る
。
実
は
、
キ
リ
キ
ア
ン
・
ア
ル
メ
ニ
ア
王
国
の
最
後
の
王
（
レ
ヴ
ォ

ン
六
世
：
一
三
七
四
〜
七
五
年
）
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
、［
パ
リ
北
部
郊
外
の
：
引
用
者
注
］
サ
ン
・
ド
ニ
の
大
聖
堂
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
国
際
連
盟
か
ら
受
諾
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
を
理
由
に
、
キ
リ
キ
ア
（
も
し
く
は
小
ア
ル
メ
ニ
ア
）
の

庇
護
国
と
な
り
、
虐
殺
か
ら
生
き
残
っ
た
何
万
人
も
の
人
を
フ
ラ
ン
ス
本
土
に
受
け
い
れ
た
。
我
が
国
は
ア
ル
メ
ニ
ア
国
家
の
独
立

を
承
認
す
る
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
と
し
て
果
た
す
義
務
が
あ
り
、
そ
れ
が
誇
り
と
な
る
だ
ろ
う（
（11
（

。

　

こ
う
し
た
親
ア
ル
メ
ニ
ア
派
の
仏
議
員
に
よ
る
主
張
は
、
彼
ら
が
歴
史
的
な
繋
が
り
や
責
務
を
理
由
に
、
い
か
に
ア
ル
メ
ニ
ア
を
重
要

視
し
て
い
る
か
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
独
立
の
承
認
に
関
す
る
質
問
状
は
も
っ
ぱ
ら
ア
ル
メ
ニ
ア
関
連
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
ア
ゼ
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ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
愚
か
、
ほ
か
の
旧
ソ
連
諸
国
の
も
の
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
議
会
が
ア
ル

メ
ニ
ア
の
独
立
に
一
段
と
高
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（
（11
（

。

　

一
方
の
外
務
省
は
、
こ
う
し
た
国
内
の
声
に
呼
応
し
て
東
欧
及
び
旧
ソ
連
諸
国
の
承
認
に
即
座
に
動
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
の
Ｅ

Ｃ
諸
国
と
足
並
み
を
揃
え
た
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
背
景
の
一
つ
に
は
、
時
を
同
じ
く
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
欧
州
の
統
合
プ
ロ

セ
ス
が
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
諸
国
は
一
九
九
二
年
二
月
、
二
〇
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
欧
州
統
合
を
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
と
い
う
形
で
結
実
さ

せ
る
。
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
で
は
共
通
外
交
・
安
全
保
障
政
策
が
初
め
て
導
入
さ
れ
た
が
、
旧
ソ
連
諸
国
の
独
立
承
認
の
時
期
は
ま
さ

に
そ
の
条
約
締
結
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
重
な
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
を
含
む
一
二
の
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
は
、
一
二
月
一
六
日
に
「
東
欧
お
よ
び
旧

ソ
連
の
新
生
国
家
の
承
認
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
採
択
す
る
こ
と
で
歩
調
を
合
わ
せ
た（
（11
（

。
独
立
の
承
認
を
問
う
質
問
状
に
対
し
て

外
務
省
が
返
答
し
た
の
は
、
条
約
が
締
結
さ
れ
た
後
の
翌
年
三
月
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

一
二
月
三
一
日
、
六
九
年
に
及
ん
だ
ソ
連
邦
は
幕
を
閉
じ
、
一
五
の
構
成
国
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
国
家
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
は
ソ
連
の
内
政
問
題
か
ら
、
新
た
な
国
境
線
を
ど
の
よ
う
に
引
く
か
と
い
う
歴
と
し
た
国
家
間
の
問

題
へ
と
性
格
を
変
え
た（
（11
（

。

２　

二
国
間
関
係
の
開
始

　

フ
ラ
ン
ス
は
早
速
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
翌
年
二
月
二
一
日（
（11
（

に
、
ま
た
ア
ル
メ
ニ
ア
と
同
月
二
四
日
に
正
式
に
外
交
関
係
を
樹
立
し
、

双
方
と
二
国
間
関
係
を
開
始
す
る（
（12
（

。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
独
立
承
認
が
ト
ル
コ
に
次
い
で
二
番
目
で
あ
っ
た
こ
と
、
諸
外
国
に
先
ん
じ

て
ア
ル
メ
ニ
ア
に
大
使
館
を
開
い
た
事
実
か
ら
も
、
フ
ラ
ン
ス
が
い
ち
早
く
コ
ー
カ
サ
ス
諸
国
に
関
与
し
始
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

両
国
と
外
交
関
係
を
樹
立
し
た
後
、
フ
ラ
ン
ス
は
両
国
と
い
か
に
し
て
二
国
間
関
係
を
進
め
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
対
ア
ル
メ
ニ
ア

関
係
に
関
し
て
は
、
一
九
九
二
年
二
月
に
な
っ
て
正
式
に
外
交
関
係
を
結
ん
だ
と
は
い
え
、
独
立
前
の
一
九
九
一
年
初
頭
か
ら
す
で
に

「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に（
（12
（

」
関
係
の
構
築
が
な
さ
れ
て
い
た
。
テ
ル=

ペ
ト
ロ
シ
ャ
ン
大
統
領（
（12
（

は
、
八
月
ク
ー
デ
タ
ー
の
直
前
の
五
月
下
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旬
に
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
と
デ
ュ
マ
外
相
と
面
会
し
て
い
る
。
同
時
に
、
シ
ラ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
三
人
の
前
首
相

と
も
顔
を
合
わ
せ
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に
経
済
協
力
関
係
を
築
き
た
い
こ
と
も
伝
え
た（
（12
（

。
こ
れ
は
、
独
立
直
後
の
一
九
九
二
年
三
月
に

「
友
好
・
相
互
理
解
お
よ
び
協
力
協
定（
（12
（

」
を
調
印
す
る
こ
と
で
結
実
す
る
。
両
国
は
一
九
九
一
年
以
降
、
大
統
領
レ
ベ
ル
で
は
年
二
回
、

外
相
レ
ベ
ル
で
は
年
三
回
の
頻
度
で
交
流
を
続
け
た
。
ま
た
、
ア
ル
メ
ニ
ア
議
会
の
議
長
も
二
度
訪
仏
す
る
な
ど
、
両
国
の
議
会
間
の
協

力
も
構
築
さ
れ
た（
（12
（

。

　

他
方
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
の
関
係
に
目
を
向
け
る
と
、
対
ア
ル
メ
ニ
ア
関
係
ほ
ど
始
め
か
ら
積
極
的
な
関
係
構
築
が
行
わ
れ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
一
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
三
年
に
か
け
て
、
ム
タ
リ
ボ
フ
大
統
領
と
人
民
戦
線
の
対
立

や
ク
ー
デ
タ
ー
で
内
政
が
混
乱
し
て
お
り
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
側
が
外
交
に
力
を
注
ぐ
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
両
国

の
外
交
関
係
が
軌
道
に
乗
っ
た
の
は
、
一
九
九
三
年
一
〇
月
に
ア
リ
エ
フ
政
権
が
誕
生
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
現
に
、
在
仏
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
大
使
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て
も
、
二
国
間
関
係
の
年
表
が
同
年
一
一
月
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
外
相
の
訪
仏
か
ら
記
載

さ
れ
て
い
る
。
一
二
月
、
新
し
く
大
統
領
に
就
任
し
た
ア
リ
エ
フ
は
初
の
外
遊
先
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
を
訪
問
し
、
翌
年
一
〇
月
に
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
に
大
使
館
を
開
設
し
た
。
他
の
欧
米
諸
国
を
参
照
し
て
も
、
ア
リ
エ
フ
政
権
に
な
っ
て
か
ら
対
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
関
係
の
構
築
が
本
格
化
し
て
い
る（
（12
（

。

㈡　

紛
争
の
国
際
問
題
化

１　

カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
国
際
問
題
化

　

ソ
連
邦
が
音
を
立
て
て
崩
れ
る
中
、
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
を
め
ぐ
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
対
立
も
深
刻
化
し
て
い

た
。
一
九
九
一
年
一
一
月
上
旬
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
経
由
で
ア
ル
メ
ニ
ア
が
供
給
し
て
い
た
ロ
シ
ア
の
天
然
ガ
ス
を
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
が
遮
断
し
た
た
め
で
あ
る
。
ア
ル
メ
ニ
ア
の
テ
ル=

ペ
ト
ロ
シ
ャ
ン
大
統
領
は
当
初
、
カ
ラ
バ
フ
情
勢
へ
の
介
入
に
は
消
極
的
だ
っ
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た
。
し
か
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
燃
料
事
情
が
悪
化
し
た
こ
と
で
国
内
の
反
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
感
情
が
急
激
に
高
ま
り
、
好
戦
的
な
態
度

へ
転
換
し
た
。
ア
ル
メ
ニ
ア
国
民
軍
は
、「
円
環
作
戦
」
で
占
領
さ
れ
た
カ
ラ
バ
フ
の
北
部
地
域
の
奪
還
作
戦
を
開
始
し
、
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
の
軍
機
を
攻
撃
し
始
め
た
。
一
一
月
二
〇
日
に
は
ア
ル
メ
ニ
ア
民
兵
の
攻
撃
で
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
首
相
や
内
相
な
ど
が
乗

っ
た
ヘ
リ
が
墜
落
す
る
事
件
が
起
き
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
政
府
は
五
日
後
、
ア
ル
メ
ニ
ア
方
面
へ
の
鉄
道
や
通
信

を
遮
断
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
の
供
給
も
制
限
す
る
こ
と
で
経
済
封
鎖
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
。
さ
ら
に
二
日
後
の
二
七
日
、
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
最
高
会
議
は
自
治
州
を
廃
止
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
二
月
一
〇
日
、
カ
ラ
バ
フ
で
住
民
投
票
が
行
わ
れ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
人
に
よ
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
横
目
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
圧
倒
的
多
数
が
独
立
に
賛
成
し
た
。
そ
し
て
翌
一
九
九
二
年
一
月
六
日
、
カ
ラ

バ
フ
自
治
州
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ソ
連
内
務
省
軍
が
撤
退
し
対
立
を
制
御
す
る
手
立
て
が
な

く
な
る
中
、
対
立
は
決
定
的
と
な
り
、
全
面
戦
争
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。

　

ア
ル
メ
ニ
ア
・
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
両
共
和
国
が
独
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
が
ソ
連
の
内
政
問
題
か
ら
国
家
間
紛
争
に

近
い
様
相
へ
と
転
じ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
内
実
は
複
雑
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
、
紛
争
関
係
国
（
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
民
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和

国
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
）
が
紛
争
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
ル
メ
ニ
ア
系
の
カ
ラ
バ
フ

自
治
州
民
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
か
ら
の
独
立
の
た
め
に
戦
っ
て
い
た
。
一
方
で
ア
ル
メ
ニ
ア
は
、
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
民
に
武
器
支
援

を
し
て
い
た
も
の
の
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
を
あ
く
ま
で
「
自
治
州
民
対
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
」
の
争
い
で
あ
る
と
捉
え
、
直
接
的
な
紛
争
の

当
事
者
と
は
認
め
て
い
な
か
っ
た（
（12
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
（
及
び
ト
ル
コ
）
に
よ
る
国
境
封
鎖
は
ア
ル
メ
ニ
ア
に
対
す
る
不

当
な
攻
撃
だ
と
主
張
し
た
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
、
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
は
武
装
集
団
で
あ
り
、「
そ
れ
を
支
援
し
て
い
る
ア
ル
メ
ニ
ア

対
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
」
が
真
の
紛
争
の
構
図
だ
と
考
え
て
い
た（
（12
（

。

　

フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
諸
国
は
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
が
ソ
連
の
内
政
問
題
で
な
く
な
っ
た
以
上
、
近
隣
諸
国
が
関
与
し
始
め
、

紛
争
の
影
響
が
地
域
全
体
に
波
及
す
る
恐
れ
を
抱
い
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
ト
ル
コ
や
イ
ラ
ン
の
よ
う
な
地
域
大
国
が
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関
与
す
る
可
能
性
が
高
く
、
欧
米
諸
国
か
ら
す
る
と
懸
念
す
べ
き
状
況
に
あ
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
で
あ
る
ト
ル
コ
が
、
ロ
シ
ア
の
裏

庭
で
起
き
て
い
る
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
直
接
介
入
す
る
と
な
れ
ば
、
間
接
的
と
は
い
え
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
ロ
シ
ア
と
対
峙
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

ま
た
、
ア
ル
メ
ニ
ア
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
国
境
を
接
す
る
イ
ラ
ン
が
介
入
す
れ
ば
、
ロ
シ
ア
や
ト
ル
コ
の
国
益
を
脅
か
す
こ
と
に
な

り
、
紛
争
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
複
雑
に
な
る（
（12
（

。
と
は
い
え
、
西
側
諸
国
が
単
独
で
、
あ
る
い
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
枠
組
み
を
用
い
て
旧
ソ
連
諸

国
の
紛
争
に
介
入
す
る
こ
と
は
、
挑
発
的
で
危
険
を
伴
う
行
為
で
も
あ
っ
た（
（13
（

。

　

そ
う
し
た
中
で
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
解
決
を
話
し
合
う
場
と
し
て
浮
上
し
た
の
が
、
イ
ラ
ン
を
除
外
し
た
欧
米
諸
国
・
ロ
シ
ア
・
ト
ル

コ
で
構
成
さ
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
で
あ
る
。
も
と
も
と
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
、
冷
戦
構
造
が
依
然
と
し
て
自
明
で
あ
っ
た
一
九
七
五
年
に
、
東
西
ブ
ロ

ッ
ク
が
一
堂
に
会
す
る
政
府
間
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
場
と
し
て
形
成
さ
れ
、
八
〇
年
代
を
通
じ
て
核
兵
器
や
人
権
な
ど
に
関
わ
る
議
論
を
め
ぐ

っ
て
漸
次
的
に
発
展
し
て
き
た
。
そ
こ
へ
一
九
九
一
年
の
東
側
陣
営
の
変
動
が
起
き
る
と
、
欧
州
の
国
際
秩
序
を
維
持
す
る
担
い
手
と
し

て
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
が
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
二
年
一
月
三
〇
日
、
プ
ラ
ハ
で
行
わ
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
外
相
理
事
会
に
お
い
て
、
ア
ル
メ
ニ
ア
・
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
含
む
ほ

と
ん
ど
の
旧
ソ
連
諸
国
が
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
盟
し
た（
（13
（

。
翌
日
の
会
合
の
終
了
間
際
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
が
、
新
規
加
盟
国
間

で
起
き
て
い
る
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
事
実
調
査
団
を
派
遣
す
る
べ
き
だ
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
一
致
で
受
諾
さ
れ
た
。
会

合
に
参
加
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
代
表
は
、「
ア
ル
メ
ニ
ア
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
へ
の
加
盟
は
、
今
後
の
行
動
に
新
し
い
方

策
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う（
（13
（

」
と
し
て
、
提
案
を
歓
迎
し
た
。
こ
う
し
て
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
は
国
際
問
題
化
し
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る

欧
米
の
関
与
が
始
ま
っ
た
。

２　

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
内
で
の
解
決
を
志
向
す
る
フ
ラ
ン
ス

　

旧
ソ
連
諸
国
の
独
立
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
カ
ラ
バ
フ
紛
争
が
激
化
し
た
こ
と
は
、
欧
州
秩
序
の
安
定
だ
け
で
な
く
、
冷
戦
後
の
世
界

に
お
け
る
紛
争
解
決
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
。
国
際
社
会
が
ど
れ
だ
け
適
切
に
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
対
応
で
き
る
か
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に
よ
っ
て
、
南
オ
セ
チ
ア
や
モ
ル
ド
ヴ
ァ
な
ど
、
ほ
か
の
旧
ソ
連
地
域
の
民
族
紛
争
へ
の
対
処
の
前
例
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
だ（
（13
（

。

こ
う
し
た
認
識
か
ら
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
、
前
述
の
一
九
九
二
年
一
月
の
外
相
理
事
会
で
平
和
維
持
活
動
に
初
め
て
言
及
し
た（
（13
（

。
ま
た
、
い
ち

早
く
カ
ラ
バ
フ
地
域
へ
の
事
実
調
査
団
の
派
遣
を
決
定
し
、
二
月
一
二
〜
一
八
日
に
実
施
し
た（
（13
（

。

　

他
方
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
だ
け
が
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
目
を
向
け
て
い
た
唯
一
の
地
域
・
国
際
的
な
枠
組
み
で
は
な
い
。
国
連
の
枠
組
み
の
中
で

も
解
決
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
東
西
冷
戦
が
終
焉
し
た
こ
の
年
は
、
国
連
が
国
際
社
会
で
果
た
す
役
割
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
く

期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
と
重
な
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
が
事
実
調
査
団
の
派
遣
を
決
定
し
た
ま
さ
に
同
じ
日
（
一
九
九
二
年
一
月
三
一
日
）
に

は
、
国
連
史
上
初
め
て
各
国
首
脳
に
よ
る
安
全
保
障
理
事
会
会
合
が
開
か
れ
て
い
た
。
会
合
に
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
を
は
じ
め
、
ブ
ッ
シ
ュ
米

大
統
領
（George H

. W
. Bush

）、
エ
リ
ツ
ィ
ン
露
大
統
領
（Boris Eltsine

）、
メ
ー
ジ
ャ
ー
英
首
相
（John M

ajor

）、
宮
澤
喜
一
首
相
な
ど

が
顔
を
並
べ
、「［
歴
史
的
に
：
引
用
者
注
］
重
要
な
時
期
に
、
国
連
が
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
を
期
待
す
る（
（13
（

」
と
確
認
し
あ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
年
に
新
し
く
事
務
総
長
に
就
任
し
た
ブ
ト
ロ
ス=

ガ
ー
リ
（Butros Butros-Ghali

）
は
、『
平
和
へ
の
課
題
』
と
題
し
た
報
告
書

を
発
表
し
、
国
連
が
予
防
外
交
や
平
和
維
持
活
動
な
ど
で
積
極
的
に
役
割
を
果
た
し
、
加
盟
国
の
期
待
に
応
え
て
い
く
こ
と
を
示
し
た（
（13
（

。

現
に
三
月
に
は
、
サ
イ
ラ
ス
・
ヴ
ァ
ン
ス
国
連
安
保
理
特
使
が
率
い
る
事
実
調
査
団
が
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
を
訪
れ
て
お
り
、
国
連
が
関
心

を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
。

　

す
な
わ
ち
一
九
九
二
年
初
頭
時
点
で
は
、
国
連
と
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
い
ず
れ
も
介
入
の
必
要
性
を
感
じ
、
調
停
を
主
導
す
る
可
能
性
が
あ
っ

た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
ど
ち
ら
の
国
際
機
構
が
仲
介
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
べ
き
か
、
関
係
国
間
で
意
見
が
分
か

れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た（
（13
（

。
仏
英
米
お
よ
び
ト
ル
コ
は
、
国
連
に
よ
る
監
視
団
や
平
和
維
持
活
動
に
反
対
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
よ
る
主
導

を
好
ん
だ（
（13
（

。
ロ
シ
ア
は
、
欧
米
諸
国
の
考
え
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
国
連
事
務
総
長
の
よ
り
積
極
的
な
行
動
も
志
向
し
て
い
た（
（14
（

。
ま
た

イ
ラ
ン
は
、
一
九
九
二
年
三
月
に
当
時
の
外
務
副
大
臣
が
単
独
で
仲
介
を
行
い
、
停
戦
合
意
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
も
と
に
国

連
の
平
和
維
持
隊
を
編
制
す
る
こ
と
を
予
期
し
て
い
た（
（14
（

。
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で
は
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
調
停
に
お
い
て
、
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
は
国
連
よ
り
も
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
を
好
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
決
し

て
国
連
の
役
割
を
見
過
ご
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ミ
ッ
テ
ラ
ン
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
チ
ャ
ド
や
レ
バ
ノ
ン
、
イ
ラ
ク
で
の

平
和
維
持
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、
国
連
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
強
化
し
て
い
た（
（14
（

。
他
方
で
、
地
理
的
に
限
定
さ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や
Ｅ

Ｃ
と
異
な
り
、
旧
東
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
国
々
を
包
含
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
を
再
活
性
化
さ
せ
る
必
要
性
も
認
識
し
て
い
た
。
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
場

合
、
ロ
シ
ア
や
ト
ル
コ
と
い
っ
た
近
隣
諸
国
が
紛
争
当
事
国
ど
ち
ら
か
の
肩
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
調
停
者
と
し
て
中
立
的
に
関
与
す
る

こ
と
が
紛
争
の
悪
化
防
止
に
は
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
平
和
的
に
紛
争
を
解
決
す
る
政
府
間
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
最
適
な

枠
組
み
で
あ
っ
た（
（14
（

。
そ
の
た
め
、
も
し
今
こ
の
段
階
で
国
連
が
介
入
す
る
と
な
れ
ば
、
そ
う
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
機
能
や
近
隣
諸
国
に
よ
る

仲
介
の
努
力
を
台
無
し
に
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た（
（14
（

。
ま
た
、
国
連
が
実
質
的
に
ど
こ
ま
で
調
停
を
担
え
る
か
、
不
透
明
な
部
分
が
あ
っ
た

こ
と
も
背
景
に
あ
る
。
当
時
、
す
で
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ソ
マ
リ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
平
和
維
持
活
動
に
従
事
し
て
い
た
だ
け
で
な

く
、
分
担
金
の
未
払
い
や
支
払
い
の
遅
延
に
よ
る
財
政
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、
平
和
維
持
活
動
の
人
員
に
も
限
界
が
あ
っ
た（
（14
（

。

　

他
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
制
度
と
し
て
未
発
達
な
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
が
介
入
す
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
今
後
、
欧

州
地
域
で
紛
争
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
平
和
維
持
隊
な
ど
法
的
な
基
盤
を
確
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
パ
リ
会
議
の
後
も
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
を
財
政
面
で
支
援
し
て
い
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
議
会
の
承
認
を
経
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
た
め
、
支
援
の
継
続
が
難
し
い
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た（
（14
（

。
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
欠
点
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
は
い
え
、
フ
ラ
ン
ス
は
総
合

的
な
判
断
に
基
づ
い
て
国
連
で
は
な
く
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
内
で
の
解
決
を
志
向
し
て
い
っ
た
。

３　

人
道
回
廊
と
国
際
会
議
を
め
ぐ
る
フ
ラ
ン
ス
と
ト
ル
コ
の
軋
轢

　

一
月
末
に
事
実
調
査
団
の
派
遣
が
決
定
さ
れ
て
か
ら
、
三
月
二
四
日
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
臨
時
会
議
で
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
議
長
が
任

命
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
、
当
時
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
議
長
国
を
務
め
て
い
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
外
相
が
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
関
連
す
る
連

絡
調
整
を
執
り
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
は
ま
だ
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
は
立
ち
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
加
盟
国
の
足
並
み
が
揃
っ
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て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で
は
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
関
心
を
示
す
関
係
国
の
単
独
行
動
や
思
惑
が
顕
著
に
現
れ
て

い
た
時
期
と
言
え
る
。
実
際
に
、
イ
ラ
ン
は
三
月
下
旬
に
一
時
的
に
停
戦
に
成
功
し
、
ま
た
ト
ル
コ
は
和
平
案
を
提
案
す
る
な
ど
、
各
国

が
影
響
力
を
行
使
し
よ
う
と
し
て
い
た（
（14
（

。

　

こ
の
頃
フ
ラ
ン
ス
は
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
関
連
し
て
、
他
の
関
係
国
に
は
見
ら
れ
な
い
二
つ
の
重
要
な
行
動
を
取
っ
て
い
た
。
一
つ
目

は
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
へ
の
人
道
回
廊
の
開
設
に
奔
走
し
た
こ
と
、
二
つ
目
は
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
原
型
と
な
る
国
際
和
平
会
議
の
開

催
を
提
案
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
が
人
道
回
廊
の
開
設
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
た
背
景
に
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
国
内
で
人
道
的
介
入
を
支
持

す
る
意
見
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
九
二
年
二
月
に
大
臣
補
佐
（secrétaire dʼÉtat

）
と
し
て
実
際
に
人
道
支
援
を
率
い
た

ク
シ
ュ
ネ
ル
（Bernard K

ouchner
）
は
、
そ
の
議
論
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
国
際
非
営
利
団
体
「
国
境
な
き
医
師
団
」
の
創
設
メ
ン

バ
ー
の
一
人
で
、
当
時
「
世
界
の
医
療
団
」
の
代
表
を
務
め
て
い
た
ク
シ
ュ
ネ
ル（
（14
（

は
、
一
九
八
七
年
一
月
、
四
〇
名
余
り
の
実
務
家
や
学

者
を
集
め
た
「
権
利
と
人
道
的
道
義
に
関
す
る
会
議
（la conférence de droit et de m

orale hum
anitaire

）」
を
パ
リ
第
一
一
大
学
法
学

部
と
共
催
し
た（
（14
（

。
三
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
こ
の
会
議
で
は
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領（
（15
（

と
シ
ラ
ク
首
相
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
開
会

の
辞
と
閉
会
の
辞
を
述
べ
る
な
ど
政
府
の
主
導
部
を
も
巻
き
込
ん
だ
。
会
合
の
最
終
日
、
ク
シ
ュ
ネ
ル
は
「
我
々
が
直
接
行
っ
て
い
る
民

間
の
人
道
援
助
を
、
今
こ
そ
人
権
の
一
つ
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
国
際
人
権
宣
言
を
改
正
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る（
（15
（

」
と

謳
い
、
本
会
議
で
の
決
議
を
首
相
で
あ
る
シ
ラ
ク
が
受
諾
し
、
国
家
と
し
て
国
連
総
会
で
提
案
す
る
よ
う
申
し
出
で
た
。

　

こ
こ
で
の
議
論
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
二
〇
〇
周
年
と
い
う
節
目
を
目
前
に
控
え
、
新
し
い
価
値
を
提
唱
し
よ
う
と
し
て
い
た
政
府

の
行
動
に
実
際
に
反
映
さ
れ
た
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
翌
年
九
月
の
国
連
総
会
で
の
演
説
で
「
今
日
の
切
迫
し
た
状
況
、
ま
た
苦
境
や
極
度

の
不
正
義
に
喘
ぐ
状
況
を
眼
の
前
に
し
た
時
、
我
々
は
人
道
援
助
の
権
利
を
認
め
る
べ
き
だ（
（15
（

」
と
唱
え
て
い
る
。
こ
こ
で
の
訴
え
は
、
ア

ル
メ
ニ
ア
地
震
発
生
の
翌
日
に
あ
た
る
一
二
月
八
日
、「
自
然
災
害
や
同
様
の
緊
急
事
態
の
被
害
者
に
対
し
て
人
道
援
助
が
重
要
で
あ
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る
（
（15
（

」
と
国
連
総
会
決
議
で
再
確
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
前
述
の
総
会
決
議
を
踏
ま
え
た
上
で
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
に
は

「
人
道
回
廊
の
開
設
」
が
緊
急
物
資
を
促
進
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
言
及
さ
れ
た（
（15
（

。
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
国
連
決
議
の

み
な
ら
ず
、
翌
年
以
降
の
イ
ラ
ク
の
ク
ル
ド
人
問
題
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
情
勢
、
ユ
ー
ゴ
内
戦
で
も
具
体
的
に
見
ら
れ
た（
（15
（

。

　

こ
う
し
た
背
景
を
鑑
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
が
国
境
封
鎖
さ
れ
人
道
危
機
に
陥
っ
て
い
た
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
に
人
道
回
廊
を
開
設
し
よ
う

と
行
動
し
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
自
然
な
流
れ
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
「
ア
ゼ
ル
人
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
、
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
民
を
差
別

す
る
こ
と
な
く
、
苦
し
ん
で
い
る
人
全
員
に
支
援
を
届
け
る（
（15
（

」
と
い
う
精
神
の
も
と
、
人
道
支
援
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
主
導

役
と
な
っ
た
ク
シ
ュ
ネ
ル
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
及
び
ア
ル
メ
ニ
ア
と
の
外
交
関
係
樹
立
に
合
わ
せ
て
二
月
二
一
日
か
ら
二
五
日
に
訪

問
し
、
人
道
援
助
に
関
す
る
基
本
合
意
を
双
方
か
ら
取
り
付
け
た（
（15
（

。
三
月
三
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
「
世
界
の
医
療
団
」
の
ス
タ
ッ
フ
と

再
訪
し
た
際
に
は
、
前
回
大
雪
で
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
首
都
に
程
近
い
町
・
シ
ュ
シ
ャ
に
医
薬
品
を
届
け（
（15
（

、

さ
ら
に
三
月
二
二
日
に
は
首
都
・
ス
テ
パ
ナ
ケ
ル
ト
に
医
薬
品
と
牛
乳
を
運
搬
す
る
こ
と
に
成
功
し
た（
（15
（

。
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
行
動
は
、

後
に
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
議
長
の
承
認
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
、
危
機
に
瀕
し
た
人
々
に
支
援
を
届
け
る
と
い
う
理
想
の
も
と
、
あ
く
ま
で
中
立
的
な
立
場
で
人
道
援
助
を
行
っ
て
い
た

が
、
他
国
の
目
に
は
同
じ
よ
う
に
映
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
は
、
国
際
赤
十
字
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ

や
、
ロ
シ
ア
・
Ｃ
Ｉ
Ｓ
軍
の
ほ
う
が
そ
の
役
割
を
担
う
の
に
好
ま
し
く
、「
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
更
な
る
検
討
が
必
要（
（16
（

」
と

留
保
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
以
上
に
懐
疑
的
な
見
方
を
示
し
た
の
が
ト
ル
コ
で
あ
っ
た
。
イ
ニ
ョ
ヌ
副
首
相
（Erdal İnönü

）
は
、
ク
シ

ュ
ネ
ル
を
ア
ル
メ
ニ
ア
寄
り
だ
と
批
判
す
る
ト
ル
コ
で
の
報
道
に
触
れ
な
が
ら
、「
彼
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
世
界
で
よ
く
理
解
さ
れ
て
い

る
と
は
思
わ
な
い
。
外
務
省
こ
そ
が
政
治
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
る
べ
き
だ（
（16
（

」
と
の
立
場
を
と
っ
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
が
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

か
ら
お
墨
付
き
を
得
た
後
も
、
ト
ル
コ
は
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
不
満
を
抱
き
続
け
た
。
三
月
二
三
〜
二
四
日
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
臨

時
外
相
会
議
で
は
、
ト
ル
コ
の
チ
ェ
チ
ン
外
相
（H

ikm
et Çetin

）
と
ク
シ
ュ
ネ
ル
が
人
道
回
廊
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
場
面
が
あ
り
、
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会
場
は
息
を
飲
ん
だ
と
い
う（
（16
（

。

　

ク
シ
ュ
ネ
ル
は
人
道
回
廊
の
開
設
の
ほ
か
に
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
解
決
に
向
け
て
（
１
）
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
に
お
け
る
停
戦
、（
２
）

武
器
禁
輸
、（
３
）
外
国
議
会
の
監
視
団
の
定
期
的
な
派
遣
の
三
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
た（
（16
（

。
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
は
三
月
一

三
日
、
と
り
わ
け
一
点
目
の
停
戦
を
実
現
す
る
た
め
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
内
で
和
平
会
議
を
パ
リ
で
開
く
こ
と
を
正
式
に
提
案
す
る（
（16
（

。
フ
ラ
ン
ス

の
案
で
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
、
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
代
表
者
を
中
心
に
、
フ
ラ
ン
ス
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、

ト
ル
コ
と
い
っ
た
他
の
利
害
関
係
国
の
外
相
を
集
め
た
和
平
会
議
を
想
定
し
て
い
た
。
こ
の
提
案
に
ア
メ
リ
カ
な
ど
は
積
極
的
に
賛
成
を

表
明
し
た
一
方
、
ト
ル
コ
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
ク
シ
ュ
ネ
ル
を
議
長
に
据
え
よ
う
と
目
論
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か

と
疑
い
、
険
し
い
反
応
を
示
し
た（
（16
（

。

　

フ
ラ
ン
ス
と
ト
ル
コ
は
、
会
議
の
開
催
に
あ
た
り
、
と
り
わ
け
二
つ
の
点
で
対
立
し
た
。
一
つ
目
は
、
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
民
の
出
席
の

認
否
に
つ
い
て
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
和
平
交
渉
を
進
め
る
た
め
に
ア
ル
メ
ニ
ア
系
の
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
代
表
者
も
会
議
に
呼
ぶ
べ
き

だ
と
考
え
て
い
た
。
他
方
で
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
と
っ
て
は
、
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
民
は
自
国
民
で
あ
り
、
別
の
ア
ク
タ
ー
と
し
て
会

議
に
出
席
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
擁
護
す
る
ト
ル
コ
は
、
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
民
の
出
席
を
断
固
反
対

し
た
。

　

二
つ
目
は
、
開
催
地
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
和
平
会
議
の
開
催
地
と
し
て
パ
リ
を
提
案
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
ト

ル
コ
は
、
パ
リ
開
催
は
極
力
避
け
た
い
と
考
え
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
解
決
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
た
が
、
パ
リ
で
和
平
会
議
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
役
割
が
拡
大
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
だ（
（16
（

。
ト
ル
コ
は
イ
ギ
リ

ス
の
外
務
省
と
や
り
取
り
を
し
、
代
わ
り
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
し
て
も
ら
え
な
い
か
何
度
か
依
頼
し
て
い
る（
（16
（

。
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
予
想

で
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
パ
リ
、
ベ
ル
リ
ン
、
プ
ラ
ハ
が
候
補
地
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
見
て
い
た
が
、
三
月
二
四
日
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

臨
時
外
相
会
合
で
、
予
想
外
に
も
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ミ
ン
ス
ク
を
候
補
地
に
挙
げ
た
こ
と
で
、
ミ
ン
ス
ク
で
開
催
す
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る
こ
と
と
な
っ
た（
（16
（

。
同
会
合
で
、
当
事
国
の
ア
ル
メ
ニ
ア
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
開
催
国
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
当
時
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
ト
ロ

イ
カ
で
あ
っ
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
さ
ら
に
イ
タ
リ
ア
、
ト
ル
コ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ

を
加
え
た
一
一
カ
国
で
和
平
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
一
方
、
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
の
代
表
者
は
「
利
害
関
係
者
」
と
し
て

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
議
長
か
ら
招
待
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（
（16
（

。

　

人
道
回
廊
の
開
設
や
和
平
会
議
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
ト
ル
コ
と
フ
ラ
ン
ス
の
間
で
軋
轢
が
生
じ
て
い
た
も
の
の
、
両
国
と
も
Ｃ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
内
で
停
戦
を
模
索
す
る
べ
き
だ
と
の
大
筋
は
一
致
し
て
い
た
こ
と
に
は
留
保
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
四
月
、
ト
ル
コ
を
訪

問
し
、
オ
ザ
ル
大
統
領
と
の
会
談
で
北
イ
ラ
ク
の
ク
ル
ド
人
問
題
と
並
行
し
て
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
つ
い
て
も
議
論
し
た
。
会
談
後
の
記
者

会
見
で
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
際
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
こ
そ
が
両
国
と
も
力
を
発
揮
で
き
る
最
良

の
枠
組
み
だ
と
述
べ
て
い
る（
（17
（

。

㈢　

議
会
と
外
務
省
の
対
応

　

一
九
九
二
年
末
に
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
で
の
合
意
が
直
前
で
頓
挫
す
る
一
方
、
現
地
で
は
依
然
と
し
て
対
立
が
続
い
て
い
た
。
一
九

九
三
年
春
に
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
軍
の
大
攻
勢
で
、
ア
ゼ
ル
軍
は
北
部
の
シ
ャ
フ
ミ
ア
ン
地
区
を
省
く
カ
ラ
バ
フ
地
方
か
ら
撤
退
し
、
カ
ラ

バ
フ
北
部
と
ア
ル
メ
ニ
ア
の
間
に
あ
る
ア
ゼ
ル
領
・
カ
ル
バ
ジ
ャ
ル
地
区
も
陥
落
し
た
。

　

一
九
九
二
年
に
戦
闘
が
激
し
く
な
り
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
劣
勢
に
立
た
さ
れ
る
状
況
に
陥
っ
て
も
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
議
会

で
は
一
貫
し
て
ア
ル
メ
ニ
ア
を
擁
護
す
る
よ
う
な
声
が
唱
え
ら
れ
た
。
一
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
四
年
一
二
月
ま
で
の
間
、
次
の
三
つ
の

内
容
が
公
開
質
問
状
で
提
起
さ
れ
た
。

１　

ア
ル
メ
ニ
ア
国
境
封
鎖
へ
の
対
応

　

一
つ
目
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
ト
ル
コ
に
よ
る
封
鎖
に
関
連
し
た
議
論
で
あ
る
。
両
国
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
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三
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
ア
ル
メ
ニ
ア
と
の
国
境
を
封
鎖
し
て
い
た
が
、
紛
争
が
長
引
く
に
つ
れ
て
現
地
で
は
電
気
や
食
料
が
不
足

し
、
九
二
年
一
二
月
に
は
ペ
ト
ロ
シ
ャ
ン
大
統
領
が
国
際
社
会
に
人
道
支
援
を
呼
び
か
け
る
ほ
ど
、
生
活
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
た（
（17
（

。
窮

状
を
聞
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
あ
る
議
員
は
、
早
速
翌
年
一
月
一
一
日
に
質
問
状
で
、「
封
鎖
に
よ
っ
て
ア
ル
メ
ニ
ア
は
窒
息
し
て
い
る（
（17
（

」
と

述
べ
、
虐
殺
行
為
を
止
め
る
た
め
の
国
際
的
な
制
裁
措
置
を
求
め
た
。
ま
た
別
の
議
員
は
、「
人
権
の
国
フ
ラ
ン
ス
が
、
飢
餓
や
爆
撃
、

寒
さ
に
喘
ぐ
ア
ル
メ
ニ
ア
市
民
を
救
う（
（17
（

」
必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。

　

封
鎖
は
主
と
し
て
政
治
的
な
措
置
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
外
務
省
は
、
外
交
の
場
に
お
い
て
、
封
鎖
解
除
を
求
め
つ
つ
支
援
物
資
の

流
れ
を
最
低
限
確
保
し
よ
う
と
関
係
国
に
働
き
か
け
を
始
め
た
。
九
二
年
下
旬
に
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
が
ト
ル
コ
を
私
的
訪
問
し
た
際
に

は
、
オ
ザ
ル
大
統
領
と
デ
ミ
レ
ル
首
相
（Süleym
an D

em
irel

）
と
の
面
会
で
ア
ル
メ
ニ
ア
の
封
鎖
問
題
を
取
り
上
げ
、
人
道
上
の
憂
慮

を
伝
え
た（
（17
（

。
ト
ル
コ
側
は
、
自
国
を
経
由
す
る
貨
物
列
車
の
通
行
を
一
時
は
認
め
た
も
の
の
、
翌
年
三
月
に
国
境
沿
い
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
領
カ
イ
バ
ジ
ャ
ル
県
で
ア
ル
メ
ニ
ア
軍
が
攻
勢
を
か
け
た
こ
と
で
頓
挫
し
て
し
ま
う
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
代
わ
り
に
一
〇
回
に
及

ぶ
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
手
配
す
る
こ
と
で
、
在
仏
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
よ
る
支
援
物
資
の
運
搬
を
支
え
た（
（17
（

。
ま
た
デ
ュ
マ
外
相
は
、
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
の
外
相
や
、
当
時
グ
ル
ジ
ア
の
国
家
評
議
会
議
長
に
就
い
て
い
た
シ
ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
と
や
り
取
り
を
行
い
、
支
援
物
資
の
自
由
通

行
を
保
証
す
る
よ
う
求
め
た（
（17
（

。
人
道
援
助
の
自
由
通
行
を
求
め
る
フ
ラ
ン
ス
の
声
は
、
四
月
三
〇
日
に
国
連
安
保
理
で
採
択
さ
れ
た
カ
ラ

バ
フ
紛
争
に
関
す
る
決
議
文
の
中
に
も
反
映
さ
れ
た（
（17
（

。
さ
ら
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
電
力
不
足
を
支
援
す
る
た
め
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
や
ト

ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
援
助
を
求
め
た
。

　

政
府
は
九
三
年
か
ら
九
四
年
に
か
け
て
、
実
際
の
人
道
援
助
に
も
精
力
的
に
動
い
た
。
九
四
年
に
ア
ル
メ
ニ
ア
出
身
の
フ
ラ
ン
ス
人
歌

手
・
ア
ズ
ナ
ヴ
ー
ル
が
、「
ア
ル
メ
ニ
ア
の
た
め
の
ア
ズ
ナ
ヴ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
在
仏
ア
ル
メ
ニ
ア
人
か

ら
集
め
た
四
万
個
の
小
包
を
送
っ
た
際
に
は
、
そ
の
運
搬
に
二
五
〇
万
フ
ラ
ン
（
五
〇
〇
〇
万
円
に
相
当
）
の
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
フ

ラ
ン
ス
赤
十
字
や
国
内
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
団
体
の
後
方
支
援
の
た
め
に
一
〇
〇
〇
万
フ
ラ
ン
（
二
億
円
に
相
当
）
を
投
じ
、
そ
の
額
は
旧

055-112_02_田邊_大学院論文集62号.indd   88055-112_02_田邊_大学院論文集62号.indd   88 2022/07/19   11:422022/07/19   11:42



ナゴルノ・カラバフ紛争とフランス

89

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
次
い
で
二
番
目
に
多
か
っ
た（
（17
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
へ
の
人
道
援
助
を
求
め
る
国
内
の
声
に
対
し
、
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
応

え
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
人
道
援
助
は
、
ト
ル
コ
や
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
か
ら
「
ア
ル
メ
ニ
ア
贔
屓
の
フ
ラ
ン
ス
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

を
強
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
他
方
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
視
点
に
立
っ
た
質
問
状
が
一
つ
も
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
政
府

が
ど
の
程
度
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
支
援
し
た
か
の
情
報
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
は
留
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

２　

当
事
国
と
の
友
好
協
力
協
定
の
調
印

　

二
つ
目
に
見
ら
れ
る
議
題
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
と
の
「
友
好
・
相
互
理
解
及
び
協
力
協
定
（le traité d’am

itié, d’entente et de 

coopération

：
以
下
、
友
好
協
定
と
略
記（（17
（

）」
の
批
准
時
期
に
関
し
て
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
ア
ル
メ
ニ
ア
へ
の
人
道
支
援
の
傍
ら
、
九

三
年
三
月
一
二
日
に
同
国
と
友
好
協
定
に
調
印
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
外
相
・
事
務
レ
ベ
ル
及
び
議
員
同
士
の
定
期
的
な
交
流
を
図
る
と

と
も
に
、
経
済
・
文
化
・
法
律
・
科
学
技
術
の
面
で
協
力
を
進
め
て
い
く
と
い
う
も
の
だ
。
し
か
し
、
実
際
に
施
行
さ
れ
た
の
は
翌
年
一

〇
月
に
な
っ
て
か
ら
で
、
調
印
か
ら
一
年
半
以
上
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
外
務
省
は
、
単
に
批
准
の
順
番
が
回
っ
て
き
て
い
な

い
だ
け
だ
と
説
明
し
た
が
、
な
か
な
か
そ
の
機
会
が
や
っ
て
こ
な
い
こ
と
に
苛
立
ち
を
覚
え
た
議
員
ら
は
、
い
つ
に
な
れ
ば
批
准
で
き
る

の
か
と
訴
え
た（
（18
（

。

　

そ
う
し
た
感
情
が
と
り
わ
け
鮮
明
に
表
れ
た
の
は
、
一
九
九
三
年
一
二
月
一
九
日
か
ら
二
二
日
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
ア
リ
エ
フ
大

統
領
が
訪
仏
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
と
同
様
に
フ
ラ
ン
ス
と
友
好
協
定
に
調
印
し
た
時
で
あ
る（
（18
（

。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
は
、
六
月
の
ク
ー
デ

タ
ー
で
エ
リ
チ
ベ
イ
政
権
が
崩
壊
し
た
後
、
ア
リ
エ
フ
が
内
政
の
混
乱
を
収
め
て
一
〇
月
三
日
の
選
挙
で
大
統
領
に
就
任
し
た
。
そ
の
二

カ
月
後
、
ア
リ
エ
フ
は
初
の
外
遊
先
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
や
ジ
ュ
ペ
外
相
（A

lain Juppé

）、
議
会
や
産
業

界
の
代
表
者
と
相
次
い
で
面
会
す
る
中
で
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
パ
リ
憲
章
と
友
好
協
定
に
調
印
し
た（
（18
（

。
ア
リ
エ
フ
大
統
領
は
、「
友
好
協
定
に

よ
っ
て
国
際
交
流
へ
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
踏
み
出
し
た（
（18
（

」
と
喜
び
を
表
し
た
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
議
員
は
友
好
的
な
ム
ー
ド
を
無
条
件
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に
受
け
入
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
外
交
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
ブ
ル
ム
国
民
議
会
議
員
（Roland Blum

）
は
、
ア

リ
エ
フ
の
訪
仏
直
前
に
質
問
状
を
出
し
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
解
決
の
原
則
を
受
け
入
る
ま
で
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
友
好
協
定
を
結
ぶ
べ

き
で
は
な
い
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
議
会
が
ア
ル
メ
ニ
ア
と
の
友
好
協
定
に
批
准
し
て
い
な
い
中
で
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

と
協
定
を
結
ぶ
の
は
望
ま
し
い
状
態
で
は
な
く
、「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
の
友
好
協
定
に
一
切
調
印
し
な
い
よ
う
政
府
に
求
め
る（
（18
（

」
と

ま
で
断
言
し
た
。

　

外
務
省
と
し
て
は
、
両
国
と
友
好
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
や
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
そ
の
も
の
に
中
立
的
に
関
与
し

よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
返
答
の
中
で
「
ア
ゼ
ル
と
政
治
対
話
を
設
け
る
こ
と
は
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
お
い
て
交
渉
に
よ
る
解
決

を
目
指
し
て
い
る
我
々
の
関
与
路
線
そ
の
も
の
で
あ
る（
（18
（

」
と
強
調
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
説
明
は
理
解
さ
れ
ず
、
翌
年
別
の
議
員

が
「
テ
ロ
行
為
を
行
っ
て
い
る
ア
ゼ
ル
と
ト
ル
コ
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
『
政
治
対
話
』
を
行
い
、『
交
渉
に
よ
る
解
決
』
が
模
索
で

き
る
の
か（
（18
（

」
と
外
務
省
の
返
答
に
再
反
論
す
る
も
の
も
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
事
国
と
の
友
好
協
定
の
調
印
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
一
貫
し
て
ア
ル
メ
ニ
ア
を
擁
護
し
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
批
判
す

る
議
会
と
、
両
方
の
当
事
国
と
も
中
立
に
外
交
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
外
務
省
の
違
い
を
如
実
に
表
し
た
例
と
言
え
る
。

３　

ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
の
承
認
を
め
ぐ
る
議
論

　

三
つ
目
に
、
国
境
封
鎖
や
友
好
協
定
の
批
准
に
関
す
る
内
容
と
並
ん
で
散
見
さ
れ
た
の
が
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐

殺
の
承
認
を
め
ぐ
る
議
題
だ
。
在
仏
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
が
起
き
る
以
前
か
ら
、
虐
殺
の
事
実
を
認
め
る
よ
う
政
府
に
求

め
て
き
た
。
国
民
議
会
で
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
で
き
る
限
り
一
九
八
六
年
四
月
二
四
日
に
初
め
て
虐
殺
の
承
認
に
関
す
る
議
論
が

な
さ
れ
て
い
る（
（18
（

。
カ
ラ
バ
フ
紛
争
が
勃
発
し
て
か
ら
は
、
一
九
九
〇
年
五
月
に
一
度
質
問
状
が
出
た
き
り
特
に
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
一
九
九
四
年
六
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
再
び
四
回
取
り
上
げ
ら
れ
た（
（18
（

。
あ
る
議
員
は
、「
人
権
擁
護
の
国
た
る
フ
ラ
ン
ス
の

信
用
を
守
る
た
め
に
も
、
我
々
は
沈
黙
を
破
り
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
認
め
る
こ
と
が
不
可
欠
だ（
（18
（

」
と
訴
え
た
。
こ
う
し
た
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人
権
発
祥
国
と
し
て
の
責
任
と
結
び
つ
け
た
主
張
は
、
二
〇
〇
一
年
に
フ
ラ
ン
ス
が
虐
殺
の
歴
史
的
事
実
を
法
律
で
認
定
す
る
ま
で
毎
年

見
受
け
ら
れ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
、
突
如
と
し
て
虐
殺
の
承
認
に
関
す
る
質
問
状
が
増
え
た
背
景
に
は
、
同
じ
頃
に
再
活
性
化
し
た
ト
ル
コ
の
Ｅ

Ｕ
加
盟
交
渉
が
あ
る
。
現
に
こ
れ
ま
で
も
、
一
九
一
五
年
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
の
承
認
を
め
ぐ
る
議
論
と
Ｅ
Ｕ
加
盟
交
渉
は
、
コ
イ
ン

の
裏
表
の
よ
う
に
連
動
し
て
き
た
。

　

そ
の
兆
候
は
カ
ラ
バ
フ
紛
争
勃
発
直
前
の
一
九
八
七
年
四
月
、
当
時
首
相
だ
っ
た
オ
ザ
ル
が
正
式
に
加
盟
申
請
を
行
っ
た
際
に
も
表
れ

て
い
た
。
オ
ザ
ル
は
、
欧
米
と
の
軍
事
的
な
同
盟
強
化
や
自
由
主
義
経
済
の
発
展
、
人
権
分
野
で
の
地
位
向
上
を
見
据
え
て
、
Ｅ
Ｕ
加
盟

（
当
時
は
Ｅ
Ｃ
）
に
積
極
的
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
た（
（19
（

。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
親
ア
ル
メ
ニ
ア
派
は
、
虐
殺
を
承
認
し
て
い
な
い
ト
ル
コ

が
Ｅ
Ｕ
に
接
近
す
る
こ
と
に
忌
避
感
を
感
じ
、
激
し
く
反
発
し
た
。
一
九
八
七
年
の
在
仏
ア
ル
メ
ニ
ア
人
向
け
雑
誌
『
ア
ル
メ
ニ
ア
』
を

参
照
す
る
と
、
突
如
、
ト
ル
コ
に
つ
い
て
多
く
の
紙
面
を
割
く
よ
う
に
な
り
、
例
え
ば
「
ト
ル
コ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
な
く
完
全
に
ア
ジ

ア
の
国
」「
イ
ス
ラ
ー
ム
は
東
洋
の
フ
ァ
シ
ズ
ム（
（19
（

」
と
い
っ
た
よ
う
に
宗
教
に
結
び
つ
け
て
批
判
す
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
同
年
六

月
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
協
会
が
一
九
一
五
年
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
の
承
認
を
訴
え
る
集
会
を
開
い
て
い
る（
（19
（

。
そ
の
二
週
間

後
、
欧
州
議
会
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
を
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
と
表
現
し
、
ト
ル
コ
政
府
に
対
し
て
虐
殺
を
認
め
て
ア
ル
メ
ニ
ア
と
対
話

に
入
る
よ
う
促
す
決
議
を
採
択
し
た（
（19
（

。

　

こ
の
時
ト
ル
コ
は
、
国
内
の
ク
ル
ド
人
問
題
へ
の
対
処
な
ど
を
理
由
に
一
九
八
九
年
一
二
月
に
Ｅ
Ｕ
加
盟
申
請
を
却
下
さ
れ
た
が
、
一

九
九
二
年
頃
か
ら
再
び
加
盟
交
渉
が
始
ま
り
、
一
九
九
五
年
に
は
欧
州
関
税
同
盟
へ
の
加
盟
を
果
た
し
て
い
る
。
一
九
九
四
年
に
再
び
ア

ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
を
め
ぐ
る
意
見
書
が
増
え
た
背
景
に
は
、
ト
ル
コ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
交
渉
が
背
景
に
あ
る
と
見
て
取
れ
よ
う
。

　

以
上
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
冷
戦
終
結
後
の
一
九
九
二
年
以
降
も
フ
ラ
ン
ス
の
議
会
で
は
親
ア
ル
メ
ニ
ア
の
質
問
状
が
立
て
続
け
に

提
出
さ
れ
、
外
務
省
は
そ
の
返
答
や
対
応
を
迫
ら
れ
た
。
九
一
年
ま
で
の
公
開
問
答
と
の
違
い
は
、
外
務
省
側
の
返
答
時
期
が
早
く
な
っ
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た
こ
と
だ
。
冷
戦
中
は
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
が
そ
も
そ
も
ソ
連
の
内
政
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
ソ
連
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
が
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
複
数
の
質
問
状
に
対
し
て
数
カ
月
遅
れ
て
ま
と
め
て
返
答
す
る
な
ど
、
外
務
省
は
性
急
な
回
答
を
避
け

る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
冷
戦
の
終
結
と
と
も
に
カ
ラ
バ
フ
紛
争
が
国
家
間
紛
争
と
な
っ
て
以
降
、
一
〜
三
カ
月
の
ペ
ー
ス
で
返
答

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
返
答
も
以
前
に
比
べ
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
外
務
省
が
よ
り
迅
速
で
具
体
的

な
行
動
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

㈣　

ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
停
滞

　

一
九
九
二
年
三
月
二
四
日
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
臨
時
外
相
会
合
で
、
一
三
カ
国
に
よ
る
ミ
ン
ス
ク
和
平
会
議
の
開
催
が
決
ま
っ
た
も
の
の
、
戦

況
の
悪
化
で
実
際
に
開
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
和
平
会
合
の
前
段
階
と
な
る

非
公
式
の
「
緊
急
準
備
会
議
」
を
五
回
ほ
ど
開
き
、
協
議
を
重
ね
た
。
こ
れ
が
後
に
「
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
と
な

る
（
（19
（

。
七
月
末
か
ら
八
月
上
旬
に
開
か
れ
た
第
四
回
緊
急
準
備
会
議
で
は
、
初
め
て
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
カ
ラ
バ
フ
自
治

州
民
が
参
加
し
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
で
の
和
平
交
渉
は
初
め
こ
そ
順
調
に
進
み
、
一
二
月
中
旬
に
は
停
戦
合
意
が
ま
と
ま
り
か
け
て
い
た
。
し

か
し
、
停
戦
合
意
の
直
前
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
外
相
が
、
理
由
な
く
合
意
を
破
棄
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
は
頓
挫
し

て
し
ま
う（
（19
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
和
平
へ
の
意
欲
が
急
速
に
低
下
し
、
そ
の
後
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
内
で
の
和
平
交
渉
は
行
き
詰
ま
り
を
見

せ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
、
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
構
成
国
と
な
っ
た
後
も
、
機
会
を
見
つ
け
て
は
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
調
停
の
た
め
に
行
動
し
た
。

例
え
ば
、
一
九
九
二
年
九
月
の
国
連
総
会
の
折
に
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
外
相
と
面
会
し
た（
（19
（

。
ま
た
、
一
九
九
三
年
三
月
に
ミ
ッ
テ

ラ
ン
が
ロ
シ
ア
を
訪
問
し
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
と
対
談
し
た
際
に
は
、
カ
ラ
バ
フ
情
勢
に
つ
い
て
も
協
議
し
て
い
る（
（19
（

。
し
か
し
、
一
九

九
二
年
初
頭
に
見
ら
れ
た
積
極
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
陰
り
が
見
え
、
フ
ラ
ン
ス
は
次
第
に
周
縁
の
ア
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
っ
た
。
理
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由
と
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
一
構
成
国
に
成
り
下
が
り
、
単
独
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
り
に
く
く
な
っ
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。
現
に
、
仏
露
会
談
の
直
前
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
提
案
で
「
五
＋
一
」
と
呼
ば
れ
る
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
と
は
別
の
形

の
調
停
交
渉
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
フ
ラ
ン
ス
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た（
（19
（

。
一
九
九
三
年
以
降
、
外
務
省
に
よ
る
質
問
状
へ
の
返
答
で
も
、

一
九
九
二
年
三
月
に
和
平
会
議
を
提
案
し
た
成
果
に
繰
り
返
し
言
及
す
る
一
方
、
そ
の
後
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
関
し
て
は
「
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

内
で
最
大
限
努
力
し
て
い
く（
（19
（

」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
は
こ
の
時
期
か
ら
、
コ
ー
カ
サ
ス
の
紛
争
よ
り
も
地
理

的
に
近
い
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
の
内
戦
に
足
を
引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
外
交
政
策
上
の
優
先
順
位
が
下
が
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
存
在
感
が
低
下
し
た
別
の
理
由
と
し
て
、
一
九
九
二
年
一
二
月
に
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
内
で
調
整
し
た
停
戦
合
意
が
頓

挫
し
た
後
、
そ
も
そ
も
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
調
停
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
影
響
力
が
低
下
し
て
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
内

で
は
、
停
戦
合
意
だ
け
で
な
く
、
平
和
維
持
隊
の
派
遣
を
め
ぐ
る
議
論
も
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
生
ぬ
る
い
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
代
わ
っ

て
相
対
的
に
台
頭
し
た
の
が
、
ロ
シ
ア
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
、
一
九
九
一
年
秋
の
調
停
に
失
敗
し
た
後
、
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
比

較
的
協
力
的
で
、
国
際
社
会
が
リ
ー
ド
す
る
べ
き
だ
と
の
立
場
を
示
し
て
い
た（
（20
（

。
し
か
し
一
九
九
二
年
末
か
ら
一
九
九
三
年
に
か
け
て
、

コ
ー
カ
サ
ス
を
自
ら
の
勢
力
圏
が
及
ぶ
裏
庭
と
再
認
識
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社
会
の
影
響
力
を
排
除
す
る
べ
く
単
独
で

仲
介
に
乗
り
出
し
た（
（20
（

。
実
際
に
、
先
述
し
た
「
五
＋
一
」
の
話
し
合
い
の
中
で
、
ロ
シ
ア
の
代
表
は
「
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
カ
ラ
バ
フ
で
起
き
て

い
る
よ
う
な
地
域
紛
争
を
対
処
す
る
用
意
が
単
に
で
き
て
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
ロ
シ
ア
が
カ
ラ
バ
フ
で
行
動
を
と
る
の
だ（
（20
（

」
と
明
言
し

て
い
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
加
盟
国
は
、
ロ
シ
ア
の
維
持
部
隊
に
疑
念
を
抱
き
な
が
ら
も
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
と
し
て
維
持
部
隊
を
送
る
用
意
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ロ
シ
ア
を
批
判
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
カ
ジ
ミ
ー
ロ
フ
外
交
官
（V

ladim
ir K

azim
irov

）
に
よ

る
シ
ャ
ト
ル
外
交
で
五
月
四
日
に
キ
ル
ギ
ス
の
ビ
シ
ュ
ケ
ク
で
停
戦
合
意
が
結
ば
れ
、
第
一
次
カ
ラ
バ
フ
紛
争
は
ひ
と
ま
ず
終
結
し
た
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
、
同
年
一
二
月
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
首
脳
会
議
で
、
ロ
シ
ア
の
斡
旋
で
結
ば
れ
た
ビ
シ
ュ
ケ
ク
議
定
書
を
追
認
し
た
。
こ
う
し
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て
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
諸
国
が
志
向
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
よ
る
調
停
は
不
毛
に
終
わ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の

和
平
調
停
に
お
け
る
重
要
な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
再
浮
上
し
た
の
は
、
一
九
九
七
年
一
月
に
米
露
と
並
ん
で
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
共
同

議
長
国
に
選
出
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。

結　

論

　

本
稿
で
は
、
第
一
次
カ
ラ
バ
フ
紛
争
（
一
九
八
八
〜
一
九
九
四
年
）
に
お
い
て
、
国
内
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
声
に
基
づ
く

議
会
の
圧
力
が
あ
る
中
、
仏
外
務
省
が
い
か
な
る
行
動
を
と
っ
た
の
か
検
討
し
た
。

　

カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
調
停
国
に
数
え
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
は
、
国
内
に
存
在
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
を
理

由
に
、
し
ば
し
ば
ア
ル
メ
ニ
ア
寄
り
で
非
中
立
的
な
調
停
国
だ
と
見
ら
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
親
ア
ル
メ
ニ
ア
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
色
濃

く
出
る
理
由
は
、
国
内
世
論
や
議
会
が
一
貫
し
て
ア
ル
メ
ニ
ア
を
擁
護
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
第
一
次

カ
ラ
バ
フ
紛
争
時
に
外
務
省
宛
に
提
出
さ
れ
た
六
二
も
の
質
問
状
の
中
に
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
擁
護
す
る
内
容
の
も
の
が
一
つ
も
な

い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
外
務
省
の
対
応
を
詳
細
に
追
っ
て
い
く
と
、
国
内
世
論
や
議
会
と
は
歩
調
を
合
わ
せ
ず
、
む
し
ろ
彼
ら
の
立
場
か
ら
距
離
を

置
き
、
独
自
の
路
線
で
対
応
し
て
い
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
外
務
省
は
、
そ
の
時
々
の
国
際
社
会
の
動
向
に
即
し

て
、
中
立
的
に
紛
争
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
フ
ラ
ン
ス
は
共
和
国
で
あ
る
が
故
に
、
一
つ
の
民
族
を
優
遇
す
る
よ
う
な
外
交
政
策
を
採
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
上
、

カ
ラ
バ
フ
紛
争
は
ま
さ
に
東
西
冷
戦
の
終
結
を
跨
い
で
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
は
激
動
す
る
欧
州
の
国
際
政
治
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
冷
戦
中
、
仏
外
務
省
は
欧
州
の
国
際
秩
序
の
担
い
手
と
し
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
高
い
期
待
を
抱
い
て
い
た
が
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
へ
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の
介
入
は
ソ
連
側
か
ら
内
政
干
渉
と
取
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
議
員
の
訴
え
や
国
内
か
ら
の
圧
力
が
高
ま
っ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
お
い
て
内
政
不
干
渉
を
堅
持
し
た
。

　

ソ
連
崩
壊
と
共
和
国
独
立
に
よ
っ
て
カ
ラ
バ
フ
紛
争
が
国
家
間
紛
争
の
様
相
へ
と
転
じ
た
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
国
際

社
会
は
新
た
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ト
ル
コ
や
イ
ラ
ン
な
ど
の
地
域
に
波
及
し
て
、
よ
り
複
雑
な
安
全
保
障
の
問
題
に
発
展

し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
国
連
の
役
割
に
対
す
る
期
待
が
国
際
社
会
で
高
ま
っ
て
い
た
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
国
連
主
導
で

は
な
く
、
あ
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
選
び
、
そ
の
枠
内
で
中
立
的
な
解
決
を
目
指
し
た
。
そ
の
最
た
る
例
と
し
て
、
一

九
九
二
年
三
月
に
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
内
で
ロ
シ
ア
や
ト
ル
コ
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
国
を
集
め
た
和
平
会
議
を
提
案
し
、
こ
れ
が
ミ
ン
ス

ク
・
グ
ル
ー
プ
の
原
型
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
第
一
次
カ
ラ
バ
フ
紛
争
を
め
ぐ
る
フ
ラ
ン
ス
の
反
応
は
、
内
政
と
外
交
が
別
個
の
論
理
で
動
い
て
い
る
こ
と
を
物
語
る

一
つ
の
例
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
議
会
が
人
権
発
祥
の
国
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
か
ら
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
擁
護
を
求
め
て
も
な
お
、
そ

れ
が
外
務
省
の
行
動
に
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
先
行
研
究
で
は
「
フ
ラ
ン
ス
は
カ
ラ
バ
フ
紛
争
に
お
い
て
ア
ル
メ
ニ

ア
贔
屓
で
あ
る
」
と
の
見
方
も
多
い
中
、
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
ア
プ
ロ
ー
チ
を
論
じ
る
上
で
、
国
内
政
治
と
は
異
な
る
論
理
で
動
い
た
部
分

も
検
討
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
多
角
的
に
フ
ラ
ン
ス
外
交
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

議
会
と
国
際
社
会
の
狭
間
に
立
つ
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
の
困
難
も
同
時
に
見
え
隠
れ
し
た
。
国
際
秩
序
を
優
先
し
て
不
介
入
の
立
場
を
と

る
と
、
国
内
か
ら
は
及
び
腰
だ
と
非
難
さ
れ
、
国
内
の
声
に
応
じ
て
人
道
援
助
に
乗
り
出
せ
ば
他
国
か
ら
非
中
立
的
で
介
入
主
義
的
だ
と

見
ら
れ
る
。
民
族
紛
争
に
よ
り
人
道
危
機
が
起
き
て
い
る
中
、
感
情
や
理
念
に
突
き
動
か
さ
れ
た
国
内
世
論
と
理
性
が
求
め
ら
れ
る
外
交

と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
、
両
者
を
ど
の
よ
う
に
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
く
の
か
。
世
界
の
片
隅
で
起
き
た
民
族
紛
争
に
も
「
人
権
発
祥

の
国
」
た
る
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
が
抱
え
る
呪
縛
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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カラバフ自治州の地図

出所：冨樫耕介編『地域紛争の構図』（晃洋書房、2013年）、183頁。
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（
1
）		

ナ
ゴ
ル
ノ
は
ロ
シ
ア
語
で
「
山
々
」
を
意
味
し
、
カ
ラ
バ
フ
は
ト
ル
コ
語
の
「
黒
い
（kara

）」
と
ペ
ル
シ
ャ
語
の
「
庭
（bakh

）」
が
合
わ
さ

っ
た
言
葉
で
あ
る
。

（
2
）		

廣
瀬
陽
子
『
旧
ソ
連
地
域
と
紛
争
―
石
油
・
民
族
・
テ
ロ
を
め
ぐ
る
地
政
学
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
一
七
一
頁
。

（
3
）		
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
当
局
は
、
一
二
〇
〇
人
あ
ま
り
の
軍
人
が
死
亡
し
た
と
発
表
し
て
い
る
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
政
府
は
公
式
な
数
字
を
出
し

て
い
な
い
が
、
八
〇
人
の
民
間
人
が
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
に
五
〇
〇
〇
人
が
死

亡
し
た
と
述
べ
て
い
る
。“A

rm
enia, A

zerbaijan and Russia sign N
agorno-K

arabakh peace deal,” B
B

C
 N

E
W

S, N
ovem

ber 1‌0 2020, 
https://w

w
w
.bbc.com

/new
s/w

orld-europe-54882564, 

（
二
〇
二
二
年
一
月
一
〇
日
最
終
ア
ク
セ
ス
。
以
下
全
て
の
Ｗ
ｅ
ｂ
リ
ソ
ー
ス
に
お

い
て
同
様
）．

（
4
）		RÉSO

LU
T
IO

N
 portant sur la nécessité de reconnaître la République du H

aut-K
arabagh, no.26 

（2020-2021

） adopté par le 
Sénat, le 25 novem

bre 2020. 

（
5
）		RÉSO

LU
T
IO

N
 portant sur la protection du peuple arm

énien et des com
m
unautés chrétiennes d’Europe et d’O

rient, no.520 

（2020-2021

） adopté par l’A
ssem

blée nationale, le 3 décem
bre 2020.

（
6
）		

現
在
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ト
ル
コ
の
一
一
カ
国
で
構
成
さ
れ
る
。“M

insk Group: W
ho w

e are”, O
rganization for Security and C

ooperation in 

E
urope, https://w

w
w
.osce.org/m

insk-group/108306.  

（
7
）		

実
際
に
、
一
九
九
七
年
一
月
に
フ
ラ
ン
ス
が
共
同
議
長
国
に
就
任
し
た
際
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
や
ト
ル
コ
の
強
い
反
発
に
遭
い
、
妥
協
案
と

し
て
ア
メ
リ
カ
も
加
え
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。Svante E. Cornell, Sm

all nations and great pow
ers: a study of ethnopolitical conflict in 

the C
aucasus （London: Curzon Press, 2001

）, p.115.

（
8
）		N

icu Popescu, “T
he EU

’s non-involvem
ent in N

agorno-K
arabakh”, E

U
 F

oreign Policy and Post-Soviet C
onflicts: Stealth 

intervention 

（N
ew

 Y
ork: Routledge, 2011

）, p.105; Svante E. Cornell, A
zerbaijan since Independence 

（N
ew

 Y
ork: Routledge, 

2011

）, p.157.

（
9
）		“Les A

rm
éniens en France”, La Croix, 16 février 2015; “Relations Bilatérales”, M

inistères de l’E
urope et des A

ffaires É
trangères 

de la république française, https://w
w
w
.diplom

atie.gouv.fr/fr/dossiers-pays/arm
enie/relations-bilaterales/.

（
10
）		“France: le gouvernem

ent contre la reconnaissance du N
agorny K

arabakh”, Le Figaro, 03 décem
bre 2020.
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（
11
）		

最
も
引
用
さ
れ
る
英
語
文
献
と
し
て
、T

hom
as de W

aal, B
lack G

arden: A
rm

enia and A
zerbaijan through Peace and W

ar 

（N
ew

 
Y
ork: N

ew
 Y

ork U
niversity Press

）, 2013. 

他
に
も
、Croissant M

ichael P, T
he A

rm
enia-A

zerbaijan C
onflict: C

auses and 

Im
plications 

（W
estport: Praeger, 1998

）; Philip Rem
ler, C

hained to the C
aucasus: Peacem

aking in K
arabakh, 1987–2012, 

（N
ew

 
Y
ork: International Peace Institute, 2016

）; T
aleh Ziyadov, “N

agorno-K
arabakh N

egotiations: T
hrough the Prism

 of a M
ulti-

Issue Bargaining M
odel”, International N

egotiation, 15 : 1 （2010

）, pp.107-131. 

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
12
）		

富
樫
耕
介
『
コ
ー
カ
サ
ス
の
紛
争
―
揺
れ
動
く
国
家
と
民
族
』（
東
洋
書
店
新
社
、
二
〇
二
一
年
）。
廣
瀬
『
旧
ソ
連
地
域
と
紛
争
』。

（
13
）		Popescu, “T

he EU
’s non-involvem

ent in N
agorno-K

arabakh”; Rexane D
ehdashti, “N

agorno-K
arabakh: A

 Case-Study of 
O
SCE Conflict Settlem

ent”, in M
ichael Bothe, N

atalino Ronzitti and A
llan Rosas （eds.

）, T
he O

SC
E

 in the M
aintenance of Peace 

and Security: C
onflict Prevention, C

risis M
anagem

ent, and Peaceful Settlem
ent of D

isputes 

（H
ague: K

luw
er Law

 International, 
1997

）, pp.459-478; V
ictor-Y

ves Ghebali, L’O
SC

E
 dans L’E

urope post-com
m

uniste, 1990-1996: V
ers une identité paneuropéenne de 

sécurité （Bruxelles: Etablissem
ents Em

ile Bruylant, 1996

）.

（
14
）		Cornell, Sm

all nations and great pow
ers; John J. M

aresca, “Lost O
pportunities in N

egotiating the Conflict over N
agorno 

K
arabakh”, International N

egotiation, 1 

（1996

）, pp.471-499; M
aresca, H

elsinki R
evisited: A

 K
ey U

.S. N
egotiator’s M

em
oirs on the 

D
evelopm

ent of the C
SC

E
 into the O

SC
E 

（Stuttgart: Ibidem
 Press, 2016

）; Stephen Blank, “Russia, the O
SCE and Security in 

the Caucasus”, H
elsinki M

onitor, 3 （1995
）, pp.65-80.

（
15
）		

廣
瀬
『
旧
ソ
連
地
域
と
紛
争
』、
一
九
一
―
一
九
二
頁
。

（
16
）		Gaïdz M

inassian, C
aucase du Sud, la nouvelle guerre froide: A

rm
énie, A

zerbaïdjan, G
éorgie （Paris: Frontières, 2007

）, p.96.

（
17
）		

実
際
に
自
治
単
位
が
設
置
さ
れ
た
の
は
一
九
二
三
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
富
樫
『
コ
ー
カ
サ
ス
の
紛
争
』、
一
一
四
頁
。

（
18
）		

吉
村
貴
之
「
連
邦
体
制
か
ら
地
域
紛
争
へ
―
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
紛
争
を
事
例
と
し
て
」
冨
樫
耕
介
編
『
地
域
紛
争
の
構
図
』（
晃
洋
書
房
、

二
〇
一
三
年
）
一
八
九
頁
。

（
19
）		

同
右
、
一
八
九
―
一
九
一
頁
。

（
20
）		A

nahide T
er M

inassian, “Les A
rm

éniens de Paris, depuis 1945”, Le Paris des étrangers depuis 1945 ［en ligne

］ （Paris: Éditions 
de la Sorbonne, 1995

）, http://books.openedition.org/psorbonne/974/.  

（
21
）		“D

em
ographics”, T

he G
overnm

ent of the R
epublic of A

rm
enia, https://w

w
w
.gov.am

/en/dem
ographics/.
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（
22
）		

ア
メ
リ
カ
に
は
八
〇
万
人
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
五
〇
万
人
住
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
23
）		

ロ
ビ
ン
・
コ
ー
エ
ン
（
駒
井
洋
訳
）『
新
版　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
』（
明
石
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
二
三
―
二
四
頁
。

（
24
）		

コ
ー
エ
ン
は
、
古
典
的
な
犠
牲
者
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は
ユ
ダ
ヤ
人
・
ア
ル
メ
ニ
ア
人
・
ア
フ
リ
カ
人
、
労
働
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は
年
季
契
約
イ
ン
ド

人
、
帝
国
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
、
交
易
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は
中
国
人
と
レ
バ
ノ
ン
人
と
い
っ
た
よ
う
に
類
型
化
し
て
い
る
。

（
25
）		A

nahide T
er M

inassian, “La D
iaspora arm

énienne”, L’E
space géographique, 23 : 2 （1994

）, p.117.

（
26
）		

注
（
116
）
参
照
。

（
27
）		J. M

cCarthy, M
uslim

s and M
inorities: the population of O

ttom
an A

natolia and the end of the em
pire, （N

ew
 Y

ork &
 London: N

ew
 

Y
ork U

niversity Press, 1983

）, pp.128-130.

（
28
）		

ア
ル
メ
ニ
ア
文
化
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
二
〇
二
一
年
現
在
、
全
国
に
五
七
七
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
団
体
が
あ
る
。A

ssociations 

culturelles arm
éniennes, http://w

w
w
.acam

-france.org/contacts/index_associations_culturelles.php. 

（
29
）		“Les A

rm
éniens en France”, La C

roix, 16 février 2015. 

（
30
）		D

aniel Chesneau, “Francophile des arm
éniens et arm

énophile des français”, H
um

anism
e, no.308 （2015

）, p.89.

（
31
）		

本
研
究
が
対
象
と
す
る
一
九
八
八
〜
一
九
九
四
年
に
、
国
民
議
会
で
提
出
さ
れ
た
カ
ラ
バ
フ
紛
争
関
連
の
質
問
状
を
見
て
も
、
ア
ル
メ
ニ
ア
系

住
民
が
多
く
住
む
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た
国
会
議
員
に
よ
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

（
32
）		“A

llocution de M
. François M

itterrand, Président de la République, à l’occasion du N
oël des A

rm
éniens dans la salle des 

fêtes de la m
airie de V

ienne”, É
lysée, 07 janvier 1984.

（
33
）		Loi n

° 2001-70 du 29 janvier 2001 relative à la reconnaissance du génocide arm
énien de 1915. 

（
34
）		V

incent D
uclert, La France face au génocide des arm

éniens （Paris: Fayard, 2015

）, p.35; 

平
野
千
果
子
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
植
民
地

支
配
の
過
去
と
記
憶
―
法
整
備
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
」
橋
本
伸
也
編
『
紛
争
化
さ
せ
ら
れ
る
過
去
―
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
歴
史
の
政

治
化
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
一
〇
三
頁
。

（
35
）		

出
身
別
の
上
位
三
カ
国
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
（
一
二
・
七
％
）、
モ
ロ
ッ
コ
（
一
二
・
〇
％
）、
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
八
・
六
％
）
で
あ
る
。 
“Im

m
igrés asiatiques vivant en France en 2020 selon leur pays de naissance”, Institut national de la statistique et des études 

économ
iques, 01 juillet 2021, https://w

w
w
.insee.fr/fr/statistiques/3633212#graphique-Europe_radio1; A

nahide T
er, “Les 

A
rm

éniens de Paris, depuis 1945”.
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（
36
）		

参
照
し
た
政
府
公
式
の
統
計
を
見
る
と
、
ア
ル
メ
ニ
ア
も
ト
ル
コ
も
ア
ジ
ア
圏
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（
37
）		Journal O

fficiel ［
以
下
、JO

と
略
記
］ Question no.54063, 13 avril 1992, p.1720.

（
38
）		

塩
川
伸
明
『
国
家
の
解
体
―
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
ソ
連
の
最
期
Ⅰ
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一
年
）
四
四
、
五
二
―
五
三
頁
。

（
39
）		
同
右
、
五
八
頁
。

（
40
）		
同
右
、
三
九
〇
頁
。

（
41
）		

同
右
、
三
九
〇
―
三
九
一
頁
。

（
42
）		

同
右
。
冨
樫
『
コ
ー
カ
サ
ス
の
紛
争
』、
一
一
六
―
一
一
七
頁
。
塩
川
氏
に
よ
る
と
、
エ
レ
ヴ
ァ
ン
の
『
コ
ム
ニ
ス
ト
』
紙
に
も
『
コ
ム
ソ
モ
ー

ル
』
紙
に
も
ア
ガ
ン
ベ
ギ
ャ
ン
の
発
言
が
紹
介
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
在
仏
ア
ル
メ
ニ
ア
人
向
け
の
仏
語
雑
誌
『
ア
ル
メ
ニ
ア
』

（A
rm

énia

）
の
一
九
八
七
年
一
一
／
一
二
月
号
に
は
、
ア
ガ
ン
ベ
ギ
ャ
ン
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
ソ
連
の

経
済
改
革
に
関
す
る
内
容
で
、『
ユ
マ
ニ
テ
』
紙
に
掲
載
さ
れ
た
よ
う
な
発
言
は
な
い
。“Reconstruire l’U

RSS”, A
rm

énia, no.106 

（novem
bre / décem

bre 1987
）, pp.36-37.

（
43
）		

冨
樫
『
コ
ー
カ
サ
ス
の
紛
争
』、
一
一
七
頁
。
翌
年
五
月
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
の
大
衆
集
会
で
は
、
ア
ガ
ン
ベ
ギ
ャ
ン
を
カ
ラ
バ
フ
の
事
件

を
煽
っ
た
首
謀
者
と
し
て
責
任
追
及
を
求
め
る
声
が
発
せ
ら
れ
た
。
塩
川
『
国
家
の
解
体
Ⅰ
』、
四
五
六
―
四
五
八
頁
。

（
44
）		

一
九
八
八
年
五
月
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
産
党
中
央
委
員
会
総
会
で
は
「
ア
ガ
ン
ベ
ギ
ャ
ン
の
手
か
ら
、
予
期
せ
ぬ
大
火
事
が
起
き
た
」
と

の
発
言
が
あ
っ
た
と
い
う
。
同
右
、
四
五
八
頁
。

（
45
）		

同
右
、
三
九
二
頁
。
冨
樫
『
コ
ー
カ
サ
ス
の
紛
争
』、
一
一
七
頁
。

（
46
）		

同
右
、
一
一
七
頁
。

（
47
）		

塩
川
『
国
家
の
解
体
Ⅰ
』、
三
三
九
頁
。

（
48
）		

同
右
、
四
〇
〇
頁
。

（
49
）		

一
九
六
九
年
か
ら
八
二
年
ま
で
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
産
党
の
第
一
書
記
、
八
二
年
か
ら
八
七
年
ま
で
ソ
連
共
産
党
政
治
局
員
・
連
邦
閣
僚
会

議
副
議
長
。
九
〇
年
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
最
高
会
議
議
員
・
ナ
ヒ
チ
ェ
ヴ
ァ
ン
自
治
共
和
国
最
高
会
議
議
員
に
当
選
し
て
政
界
に
復
帰

し
、
九
三
年
六
月
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
国
民
議
会
議
長
（
大
統
領
代
行
）
に
就
任
。
同
年
一
〇
月
の
大
統
領
選
で
当
選
し
た
。 

（
50
）		

一
九
七
五
〜
一
九
八
三
年
に
活
動
し
た
ア
ル
メ
ニ
ア
系
極
左
テ
ロ
組
織
（T

he A
rm

enian Secret A
rm

y for the Liberation of A
rm

enia: 
A
SA

LA

）。
一
六
の
国
々
で
ト
ル
コ
人
外
交
官
を
標
的
と
し
た
テ
ロ
行
為
を
行
い
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
度
々
実
行
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
八
一
年
九
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月
に
パ
リ
の
ト
ル
コ
大
使
館
が
占
拠
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
。
ま
た
一
九
八
三
年
七
月
、
パ
リ
近
郊
の
オ
ル
リ
ー
空
港
で
爆
弾
テ
ロ
を
起
こ
し
、

五
名
の
死
者
と
五
〇
名
以
上
の
負
傷
者
を
出
し
た
。John E. Jessup, A

n E
ncyclopedic D

ictionary of C
onflict and C

onflict R
esolution, 1945-

1996 （W
estport: Greenw

ood Publishing Group, 1998

）, p.39.
（
51
）		
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
、
ソ
連
と
フ
ラ
ン
ス
両
政
府
は
移
民
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
帰
国
事
業
を
勧
め
た
。
一
九
四
五
年
一
一
月
二
一
日
、
ソ

連
が
ア
ル
メ
ニ
ア
国
境
を
開
放
し
た
後
、
一
九
四
七
年
末
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
お
よ
そ
八
〇
〇
〇
人
が
ア
ル
メ
ニ
ア
に
船
で
渡
っ
た
。
し
か
し
、
ソ

連
で
の
生
活
に
失
望
し
た
彼
ら
は
、
一
九
五
六
年
か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
の
帰
国
を
訴
え
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
八
六
年
時
点
で
は
九
〇
％
が
帰
還
を

果
た
し
た
が
、
未
だ
取
り
残
さ
れ
た
人
々
に
関
し
て
議
論
が
続
い
て
い
た
。“La m

anifestation des A
rm

éniens de France”, Le M
onde, 19 

m
ai 1986.

（
52
）		

佐
藤
信
夫
『
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
―
ソ
連
邦
の
民
族
問
題
と
ア
ル
メ
ニ
ア
』（
泰
流
社
、
一
九
八
九
年
）
一
九
三
―
一
九
四
頁
。

（
53
）		“L’Evenem

ent”, A
rm

énia, no.108 （février / m
ars 1988

）, pp.21-23.

（
54
）		

Ibid., p.29. “M
eeting de solidarité à Paris”, Le M

onde, 23 m
ars 1988. 

（
55
）		“L’A

ctulatité”, A
rm

énia, no.109 （avril / m
ai 1988

）, p.14.

（
56
）		

佐
藤
『
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
』
二
〇
四
頁
に
は
一
万
人
と
書
い
て
あ
る
が
、
雑
誌
『
ア
ル
メ
ニ
ア
』
や
『
ル
・
モ
ン
ド
』
の
記
事
に
は
三
〇

〇
〇
〜
四
〇
〇
〇
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
57
）		

同
日
、
似
た
よ
う
な
抗
議
活
動
は
ワ
シ
ン
ト
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
で
も
行
わ
れ
た
。“A

rm
énie : m

anifestations en France et à l’
étranger”, Le M

onde, 28 juin 1988.

（
58
）		JO

 Q
uestion no.38420, 21 m

ars 1988, p.1211.

（
59
）		“Com

m
uniqué”, A

rm
énia, no.109, p.14.

（
60
）		“Groupe des 100 A

rm
éniens”,  A

rm
énia, no.110 （juillet / août &

 septem
bre / octobre 1988

）, p.26; “A
rm

énie : m
anifestations 

en France et à l’étranger”, Le M
onde, 28 juin 1988.

（
61
）		JO

 Q
uestion no.707, 24 octobre 1988, p.2994.

（
62
）		

冨
樫
『
コ
ー
カ
サ
ス
の
紛
争
』、
一
一
九
頁
。

（
63
）		JO

 Q
uestion no.2650, 19 septem

bre 1988, p.2540; JO
 Q

uestion no.6132, 05 décem
bre 1988, p.3503; JO

 Q
uestion no.6264, 05 

décem
bre 1988, p.3471; JO

 Q
uestion no.9134, 06 février 1989, p.561.
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（
64
）		JO

 Q
uestion no.2650, 02 m

ai. 1989, p.2016.

（
65
）		“Conférence de presse de M

. François M
itterrand, Président de la République, à l’issue de son voyage officiel en U

RSS, sur 
les relations franco-soviétiques, la coopération spatiale et les droits de l’hom

m
e”, É

lysée, 26 novem
bre 1988.

（
66
）		
塩
川
『
国
家
の
解
体
Ⅰ
』、
四
二
三
頁
。

（
67
）		U

nited N
ations D

isaster Relief O
rganization, M

ultisectoral study on disaster and m
anagem

ent planning in A
rm

enia: M
ission to 

A
rm

enia, 11-30 Septem
ber 1989, （Geneva: U

N
D
RO

, 1990

）; H
aroutune K

 A
rm

enian, A
rthur M

elkonian, Eric K
.N

oji and A
shot 

P. H
ovanesian 

（eds.

）, “D
eaths and Injuries due to the Earthquake in A

rm
enia: A

 Cohort A
pproach”, International Journal of 

E
pidem

iology, 26 : 4 （1997

）, p.806.

（
68
）		

ソ
連
が
ア
メ
リ
カ
の
援
助
を
受
け
入
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

（
69
）		Pierre V

erluise, A
rm

enia in C
risis: the 1988 earthquake （D

etroit: W
ayne State U

niversity Press, 1995

）, p.35.

（
70
）		U

N
D
H
A
 

（U
nited N

ations D
epartm

ent of H
um

anitarian A
ffairs

）, “U
SSR Earthquake D

ec 1988 U
N
D
RO

 Situation Reports 
1-14”, 8 D

ecem
ber 1988, https://reliefw

eb.int/report/arm
enia/ussr-earthquake-dec-1988-undro-situation-reports-1-14.

（
71
）		“La M

obilisation des arm
éniens à travers le m

onde: le Spiurk s’engage”, A
rm

énia, no.111 

（novem
bre / décem

bre 1988 &
 

janvier / février 1989

）, p.29.

（
72
）		

Ibid.

（
73
）		JO

 Q
uestion no.6132, 02 m

ai. 1989, p.2016.

（
74
）		

A
rm

énia, no.111, p.28.

（
75
）		“Solidarité de la France pour l’A

rm
énie – 1989”, YouT

ube, uploaded by H
A
Y
 prod 2, 17 D

ecem
ber 2012, https://w

w
w
.

youtube.com
/w

atch?v=dN
32I9b3A

cI.

（
76
）		

塩
川
『
国
家
の
解
体
Ⅰ
』、
四
二
二
頁
。

（
77
）		“U

RSS: Les suites du trem
blem

ent de terre en A
rm

énie L’inquiétude des A
rm

éniens de France”, Le M
onde, 21 décem

bre 
1988.

（
78
）		

塩
川
『
国
家
の
解
体
Ⅰ
』、
四
二
九
頁
。

（
79
）		

同
右
、
四
二
三
頁
。
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（
80
）		

集
団
的
な
暴
行
や
略
奪
、
破
壊
行
為
を
指
す
言
葉
。
元
来
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
行
為
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
多
民
族
に
も
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

（
81
）		

廣
瀬
『
旧
ソ
連
地
域
と
紛
争
』、
二
〇
六
頁
。
塩
川
伸
明
『
国
家
の
解
体
―
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
ソ
連
の
最
期
Ⅱ
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

二
一
年
）
一
五
三
〇
―
一
五
三
七
頁
。

（
82
）		
吉
村
「
連
邦
体
制
か
ら
地
域
紛
争
へ
」、
一
九
三
頁
。

（
83
）		

そ
の
う
ち
の
一
名
の
議
員
（
社
会
党
：Jean-Jack Q

ueyranne

）
は
、
渡
航
前
の
一
九
八
八
年
九
月
に
外
務
省
に
公
開
質
問
状
を
出
し
て
い
る
。

JO
 Q

uestion no.2650, 19 septem
bre 1988, p.2540. 

（
84
）		“U

RSS : le développem
ent du nationalism

e Les A
rm

éniens se préparent à com
m
ém

orer le pogrom
 de Soum

gait U
ne 

délégation socialiste française a séjourné dans la République soviétique”,  Le M
onde, 28 février 1989.

（
85
）		JO

 Q
uestion no.18975, 16 octobre 1989, p.4549; JO

 Q
uestion no.19140, 23 octobre 1989, p.4645, JO

 Q
uestion no.19652, 30 

octobre 1989, p.4772; JO
 Q

uestion no.22040, 18 décem
bre 1989, p.5492; JO

 Q
uestion no.22052, 18 décem

bre 1989, p.5492; JO
 

Q
uestion no.23719, 05 février 1990, p.492; JO

 Q
uestion no.24220, 12 février 1990, p.600; JO

 Q
uestion no.24221, 12 février 1990, 

p.600.

（
86
）		“M

IK
H
A
IL GO

RBA
T
CH

EV
 A

 PA
RIS : T

rois m
ille A

rm
éniens ont m

anifesté devant l’am
bassade d’U

RSS”, Le M
onde, 06 

juillet 1989.

（
87
）		“M

anifestation pour l’A
rm

énie à Paris”, Le M
onde, 17 octobre 1989.

（
88
）		“M

anifestations arm
éniennes en France”, Le M

onde, 15 janvier 1990.

（
89
）		JO

 Q
uestion no.18975, 09 avril 1990, p.1620.

（
90
）		Ibid; JO

 Q
uestion no.19140, 09 avril 1990, p.1620; JO

 Q
uestion no.19652, 09 avril 1990, p.1620; JO

 Q
uestion no.22040, 09 avril 

1990, p.1620; JO
 Q

uestion no.22052, 09 avril 1990, p.1621; JO
 Q

uestion no.23719, 09 avril 1990, p.1621; JO
 Q

uestion no.24220, 09 
avril 1990, p.1621; JO

 Q
uestion no.24221, 09 avril 1990, p.1621. 

（
91
）		JO

 Q
uestion no.28023, 07 m

ai 1990, p.2190; JO
 Q

uestion no.28898, 21 m
ai 1990, p.2322; JO

 Q
uestion no.29571, 04 juin 1990, 

p.2576; JO
 Q

uestion no.31213, 09 juillet 1990, p.3195. 

（
92
）		JO

 Q
uestion no.31213, 17 septem

bre 1990, p.4330.
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（
93
）		JO

 Q
uestion no.28023, 02 juillet 1990, p.3132; ”Conférence de presse conjointe de M

M
. François M

itterrand, Président de la 
République, et M

ikhaïl Gorbatchev, Président de l’U
RSS, notam

m
ent sur la construction et la sécurité européennes, le 

problèm
e des alliances m

ilitaires et du statut de l’A
llem

agne”, V
ie publique, 25 m

ai 1990, https://w
w
w
.vie-publique.fr/

discours/134791-conference-de-presse-conjointe-de-m
m
-francois-m

itterrand-president-de.  

（
94
）		H

ubert V
édrine, Les M

ondes de François M
itterrand: À

 É
lysée 1981-1995 

（Paris: Fayard, 1996

）; Roland D
um

as, Le Fil et la 
pelote: m

ém
oires （Paris: Plon, 1998

）. 

（
95
）		

吉
村
「
連
邦
体
制
か
ら
地
域
紛
争
へ
」、
一
九
四
頁
。
塩
川
『
国
家
の
解
体
Ⅱ
』、
一
四
九
八
頁
。

（
96
）		“A

rm
énie A

idons-les !”, Le M
onde, 11 m

ai 1991.

（
97
）		“U

RSS La visite à M
oscou du chef de l’Etat français et la situation intérieure M

. M
itterrand a apporté un soutien sans 

réserve à M
. Gorbatchev”, Le M

onde, 08 m
ai 1991.

（
98
）		“M

anifestation de soutien à l’A
rm

énie à Paris”, Le M
onde, 10 m

ai 1991.

（
99
）		“A

ffirm
ant sa solidarité face à la répression Le PS condam

ne l’intervention de l’arm
ée soviétique en A

rm
énie”, Le M

onde, 
15 m

ai 1991.

（
100
）		JO

 Q
uestion no.43084, 20 m

ai 1991, p.1952; JO
 Q

uestion no.43365, 27 m
ai 1991, p.2022; JO

 Q
uestion no.43366, 27 m

ai 1991, 
p.2022; JO

 Q
uestion no.43639, 03 juin 1991, p.2117.

（
101
）		JO

 Q
uestion no.43084.

（
102
）		JO

 Q
uestion no.43084, 02 septem

bre 1991, p.3505.

（
103
）		

ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
、
一
九
六
五
年
以
来
独
裁
体
制
を
敷
い
て
い
た
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
大
統
領
に
対
す
る
反
発
が
強
ま
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の

首
相
と
デ
ュ
マ
外
相
は
大
統
領
の
独
裁
を
強
く
非
難
し
、
い
ち
早
く
人
道
援
助
を
行
っ
た
。
結
局
、
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
政
権
は
一
九
八
九
年
一
二

月
の
民
衆
蜂
起
で
崩
壊
し
た
。“Com

m
uniqué du m

inistère des affaires étrangères, en date du 26 décem
bre 1989, sur l’aide 

française à la Roum
anie”, V

ie publique, 26 décem
bre 1989, https://w

w
w
.vie-publique.fr/discours/127844-com

m
unique-du-

m
inistere-des-affaires-etrangeres-en-date-du-26-decem

bre. 

（
104
）		Roland D

um
as, La D

iplom
atie sur le vif : dialogues avec B

ertrand B
adie et G

aïdz M
inassian （Paris: Presse de Science Po, 2018

）, 
p.41.
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（
105
）		

吉
川
元
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
安
全
保
障
協
力
会
議
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
―
人
権
の
国
際
化
か
ら
民
主
化
支
援
へ
の
発
展
過
程
の
考
察
』（
三
嶺
書
房
、
一
九

九
四
年
）
一
六
五
頁
。

（
106
）		D

um
as, La diplom

atie sur le vif, pp.38, 43.
（
107
）		
仏
ソ
条
約
調
印
は
一
九
四
四
年
以
来
で
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
は
二
七
年
ぶ
り
に
二
国
間
条
約
を
外
国
と
結
ん
だ
。“La rencontre 

Gorbatchev-M
itterrand à Ram

bouillet U
ne aide de 5 m

illiards de francs à l’U
nion soviétique”, Le M

onde, 30 octobre 1990.  

（
108
）		“Conférence de presse conjointe de M

M
. François M

itterrand, Président de la République et M
ikhaïl Gorbatchev, Président 

de l’U
RSS, sur les relations franco-soviétiques, la sécurité en Europe, la conférence pour la paix au Proche-O

rient et le 
conflit en Y

ougoslavie”, V
ie publique, 31 octobre 1991, https://w

w
w
.vie-publique.fr/discours/131566-conference-de-presse-

conjointe-de-m
m
-francois-m

itterrand-president-de. 

（
109
）		H

ubert V
édrine, Les M

ondes de François M
itterrand, p.502; D

um
as, La diplom

atie sur le vif, pp.42-43.

（
110
）		

よ
り
具
体
的
に
は
、
ま
ず
独
仏
関
係
を
中
核
に
据
え
た
上
で
残
り
の
Ｅ
Ｃ
諸
国
を
包
含
し
、
さ
ら
に
ソ
連
な
ど
の
残
り
の
欧
州
諸
国
に
範
囲
を

広
げ
て
い
く
と
い
う
構
想
で
あ
っ
た
。“A

llocution de M
. François M

itterrand, Président de la République, à l’occasion de la 
présentation de ses voeux”, V

ie publique, 31 décem
bre 1989, https://w

w
w
.vie-publique.fr/discours/139496-allocution-de-m

-
francois-m

itterrand-president-de-la-republique-loc; Julie M
. N

ew
ton, R

ussia, F
rance, and the Idea of E

urope 

（N
ew

 Y
ork : 

Palgrave M
acm

illan, 2003

）, p.177.

（
111
）		“Rech’ pered deputatam

i parlam
entskoy assam

bley soveta yevropy v strasburge” in M
ikhail Gorbachev, Sobranie 

sochinenii, vol.15 （M
oscow

: V
es’ m

ir, 2010

）, pp.156-169.

（
112
）		“Iz besedy s m

inistrom
 inostrannykh del frantsii rolanom

 dyum
a, 25 avgusta 1990 goda”, in O

tvechaya na vyzov. V
rem

eni 

vneshnyaya politika perestroyki: D
okum

ental’nyye svidetel’stva （M
oscow

: V
es’ m

ir, 2010

）, pp.407-408.

（
113
）		

フ
ラ
ン
ス
が
二
〇
〇
一
年
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
を
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
認
定
す
る
前
に
出
さ
れ
た
国
民
議
会
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
ロ
シ
ュ
ブ
ロ
ワ

ン
ヌ
議
員
が
代
表
者
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。François Rochebloine, “Les Riches heures des relations franco-arm

éniennes”, 
Politique Internationale, no.122 （H

iver 2009

）.

（
114
）		JO

 Q
uestion no.48781, 21 octobre 1991, p.4256.

（
115
）		JO

 Q
uestion no.52608, 13 janvier 1992, p.95. 
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（
116
）		

国
民
議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
「
承
認
」（reconnaissance

）
と
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
旧
ソ
連
諸
国
に
関
連
す
る
公
開
問
答
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア

や
カ
ラ
バ
フ
以
外
に
、
バ
ル
ト
三
国
の
独
立
に
関
連
し
た
も
の
し
か
見
受
け
ら
れ
な
い
。JO

 Q
uestion no27877, 30 avril 1990, p.2035 

を
参

照
。

（
117
）		JO

 Q
uestion no48781, 09 m

ars 1992, p.1109.

（
118
）		de W

aal, black garden, p.174.

（
119
）		“Relations entre A

zerbaïdjan et la France – Introduction”, A
m

bassade de la R
épublique d’A

zerbaïdjan en R
épublique française, 

https://paris.m
fa.gov.az/fr/content/33/azerbaycan-fransa-m

unasibetleri-um
um

i-m
elum

at. 

（
120
）		“Rélations [sic] bilatérales”, A

m
bassade de la R

épublique d’A
rm

énie en France, https://france.m
fa.am

/fr/bilateral-fr/. 

（
121
）		JO

 Q
uestion no.48781, 09 m

ars 1992, p.1109.

（
122
）		

テ
ル
＝
ペ
ト
ロ
シ
ャ
ン
は
、
大
統
領
に
な
る
以
前
の
一
九
八
九
年
一
〇
月
、
在
仏
ア
ル
メ
ニ
ア
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（Solidarité Franco-

A
rm

énienne

）
の
招
待
で
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
講
演
し
た
こ
と
が
あ
る
。“Levon T

er Petrossian : O
ptim

iste, m
ais

…”, A
rm

énia, no.113 

（novem
bre 1989

）, pp.16-17.

（
123
）		“La visite en France du président de la République d’A

rm
énie M

. T
er Petrossian souhaite une coopération économ

ique 
directe entre Paris et Erevan”, Le M

onde, 24 m
ai 1991.

（
124
）		

第
三
章
三
節
を
参
照
。

（
125
）		Rapport d’inform
ation no.7 

（1993-1994
） du 5 octobre 1994 – par M

 A
ndré RO

U
V
IÈRE, fait au nom

 de la com
m
ission des 

A
ffaires étrangères, de la défense et des forces arm

ées, pp.21-24.  

（
126
）		

例
え
ば
、
対
米
関
係
を
見
て
み
る
と
、
一
九
九
三
年
に
貿
易
関
係
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
ま
た
対
英
関
係
で
は
、
ア
リ
エ
フ
大
統
領

は
一
九
九
四
年
二
月
に
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
て
い
る
。 “Econom

ic relations”, E
m

bassy of the R
epublic of A

zerbaijan to the U
nited States, 

https://w
ashington.m

fa.gov.az/en/content/165/econom
ic-relations; 

	
“BILA

T
ERA

L RELA
T
IO

N
S”, E

m
bassy of the R

epublic of A
zerbaijan to the U

nited K
ingdom

 of G
reat B

ritain and N
orthern Island, 

https://london.m
fa.gov.az/en/content/3/bilateral-relations. 

（
127
）		

一
九
九
二
年
二
月
に
テ
ル
＝
ペ
ト
ロ
シ
ャ
ン
大
統
領
は
『
ル
・
モ
ン
ド
』
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
中
で
、
な
ぜ
カ
ラ
バ
フ
州
の
独
立
を
承
認

し
な
い
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
こ
の
問
題
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
ア
ル
メ
ニ
ア
の
間
の
紛
争
と
見
な
さ
れ
な
い
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よ
う
、
我
々
は
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。（
…
）
ア
ル
メ
ニ
ア
は
、
カ
ラ
バ
フ
州
の
独
立
宣
言
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
支

援
す
る
。
し
か
し
、
も
し
我
々
が
カ
ラ
バ
フ
共
和
国
を
正
式
に
承
認
す
る
と
な
れ
ば
、
介
入
し
て
い
る
と
非
難
さ
れ
、
挑
発
の
目
に
遭
う
か
も
し

れ
な
い
。
我
々
は
国
際
社
会
が
承
認
を
検
討
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。」”A
RM

ÉN
IE : un entretien avec le président T

er Petrossian 
‘N

ous accepterons n’im
porte quelle solution au H

aut-K
arabakh pourvu que la population l’accepte elle-m

êm
e’”, Le M

onde, 26 
février 1992.

（
128
）		

当
事
国
の
紛
争
に
対
す
る
認
識
の
違
い
は
、
ク
シ
ュ
ナ
ー
大
臣
補
佐
（Bernard K

ouchner

）
が
現
地
を
訪
れ
た
際
も
明
瞭
に
表
れ
て
い
た
。

Paris CO
REU

 to Lisbon CO
REU

 &
 A

ll CO
REU

, CPE/PA
R 137, FCO

 176/108, 10 M
arch 1992, T

he N
ational A

rchives of the 
U
nited K

ingdom
, K

ew
 [

以
下T

N
A

と
略
記]; John J. M

aresca, “T
he International Com

m
unity and the Conflict over N

agorno-
K
arabakh”, in Bruce W

. Jentleson 

（ed.

）, O
pportunities M

issed, O
pportunities Seized: Preventive D

iplom
acy in the Post-cold W

ar 

W
orld （M

aryland: Row
m
an &

 Littlefield Publishers, 2000

）, p.69.

（
129
）		M

oscow
 to FCO

, T
elno.721, FCO

 176/109, 19 M
arch 1992, T

N
A
; M

aresca, “T
he International Com

m
unity and the Conflict 

over N
agorno-K

arabakh”, p.72.

（
130
）		

実
際
に
三
月
一
〇
日
の
北
大
西
洋
協
力
会
議
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
仲
介
役
に
な
る
べ
き
で
は
な
く
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
が
妥
当
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
と
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
作
ら
れ
た
。U

K
D
EL N

A
T
O
 to FCO

, T
elno.137, FCO

 176/108, 13 M
arch 1992, T

N
A
; 

西
村
め
ぐ
み
『
規
範
と
国
家

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
形
成
―
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
紛
争
予
防
・
危
機
管
理
と
規
範
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
』（
多
賀
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
二
〇
頁
。

（
131
）		

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
が
欧
州
秩
序
の
維
持
の
た
め
に
、
い
か
に
即
座
に
旧
ソ
連
諸
国
の
加
盟
を
認
め
た
か
は
、
国
連
や
欧
州
審
議
会
（the Council of 

Europe

）
へ
の
加
盟
時
期
と
比
較
し
て
も
よ
く
分
か
る
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
ア
ル
メ
ニ
ア
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
加
盟
か
ら
一
カ
月
後
の
三
月
二
日

に
国
連
に
加
盟
し
た
。
ま
た
、
一
九
四
九
年
に
西
欧
の
民
主
主
義
の
擁
護
を
目
的
と
し
て
西
欧
一
〇
か
国
で
結
成
さ
れ
た
欧
州
審
議
会
は
、
元
来
、

民
主
主
義
や
法
の
支
配
、
人
権
の
尊
重
と
い
っ
た
加
盟
条
件
に
厳
し
く
、
東
欧
・
ソ
連
諸
国
の
加
盟
に
一
切
妥
協
を
許
し
て
こ
な
か
っ
た
。
一
九

八
九
年
の
東
欧
革
命
以
降
、
欧
州
審
議
会
は
そ
の
役
割
を
再
検
討
し
、
旧
共
産
主
義
国
の
加
盟
を
順
々
に
認
め
て
い
っ
た
が
、
コ
ー
カ
サ
ス
諸
国

は
そ
の
地
理
的
な
理
由
か
ら
、
欧
州
国
家
と
認
め
ら
れ
る
か
疑
問
が
生
じ
た
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
ア
ル
メ
ニ
ア
が
欧
州
国
家
と
見
な
さ
れ
、

加
盟
が
認
め
ら
れ
た
の
は
二
〇
〇
一
年
一
月
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
庄
司
克
宏
「
欧
州
審
議
会
―
旧
東
欧
、
ソ
連
諸
国
へ
の
拡
大
と
『
民
主
主

義
の
安
全
保
障
』」
植
田
隆
子
編
『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
政
治
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
九
三
―
九
五
、
九
九
―
一
〇
三
頁
。

（
132
）		Paris to LIS / CO

REU
, FCO

 176/106, 10 February 1992, T
N
A
; JO

 Q
uestion no.54063, 13 avril 1992, p.1720. 
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（
133
）		Felice D

. Gaer, “T
he U

nited N
ations and the CSCE: Cooperation, Com

petition, or Confusion?”, in M
ichael R. Lucas, 

（ed.

）, 
T

he C
SC

E
 in the 1990s: C

onstructing E
uropean Security and C

ooperation, 

（Baden-Baden: N
om

os V
erlagsgesellschaft, 1993

）, 
p.176.

（
134
）		Prague D

ocum
ent on Further D

evelopm
ent of CSCE Institutions and Structures, Prague M

eeting of the CSCE Council, 30-
31 January 1992, p.17. 

（
135
）		“Interim

 Report of the CSCE Rapporteur M
ission on the Situation in N

agorny K
arabakh”. H

elsinki M
onitor, 3: 2 （1992

）, pp. 
50-111.

（
136
）		S/23500, 31 January 1992, p.3.

（
137
）		Butros Boutros-Ghali, A

n A
genda for Peace: Preventive D

iplom
acy, Peacem

aking, and Peace-K
eeping: R

eport of the Secretary-

G
eneral Pursuant to the Statem

ent A
dopted by the Sum

m
it M

eeting of the Security C
ouncil on 31 January 1992 

（N
ew

 Y
ork: U

nited 
N
ations, 1992

）. 

（
138
）		

仲
裁
者
を
め
ぐ
る
曖
昧
な
状
況
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
議
員
が
外
務
省
に
提
出
し
た
質
問
状
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
例

え
ば
一
月
に
出
さ
れ
た
質
問
状
で
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
テ
ル
＝
ペ
ト
ロ
シ
ャ
ン
大
統
領
が
国
連
平
和
維
持
隊
の
派
遣
を
要
請
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
そ
の
要
請
を
支
持
す
る
の
か
と
問
う
て
い
る
。
一
方
で
、
二
月
に
別
の
国
民
議
会
議
員
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
Ｅ
Ｃ
は
国
連
や
Ｃ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
の
監
視
団
を
派
遣
す
る
予
定
は
あ
る
か
と
述
べ
て
い
る
。

（
139
）		A

nkara to FCO
, T

elno.168, FCO
 176/108, 11 m

arch 1992, T
N
A
.

（
140
）		U

K
M

IS N
ew

 Y
ork to FCO

, T
elno.702, FCO

 176/107, 07 M
arch 1992, T

N
A
.

（
141
）		T

ehran to FCO
, T

elno.175, FCO
 176/110, 29 M

arch 1992, T
N
A
. 

（
142
）		M

aurice V
aïsse, La puissance ou l’influence?: La France dans le m

onde depuis 1958 （Paris : Fayard, 2009

）, p.509.

（
143
）		FCO
 to M

oscow
, T

elno.458, FCO
 176/108, 11 M

arch 1992, T
N
A
; JO

 Q
uestion no14741, 27 juin 1994, p.3247.

（
144
）		FCO

 to M
oscow

, T
elno.458, FCO

 176/108, 11 M
arch 1992, T

N
A
.

（
145
）		

田
仁
揆
『
国
連
事
務
総
長
―
世
界
で
最
も
不
可
能
な
仕
事
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
九
年
）
二
〇
七
頁
。

（
146
）		FCO

 to M
oscow

, T
elno.458, FCO

 176/108, 11 M
arch 1992, T

N
A
.

（
147
）		T

ehran to FCO
, T

elno 175, FCO
 176/110, 29 M

arch 1992, T
N
A
; A

nkara to FCO
, T

elno.174, FCO
 176/108, 12 M

arch 1992, 
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T
N
A
.

（
148
）		

ク
シ
ュ
ネ
ル
は
、
一
九
七
一
年
に
「
国
境
な
き
医
師
団
」（M

édecins sans frontières

）
の
創
設
に
携
わ
っ
た
も
の
の
、
組
織
内
で
の
対
立
が

原
因
で
離
脱
し
、
一
九
八
〇
年
に
新
た
に
「
世
界
の
医
療
団
」（M

édecins du M
onde

）
を
立
ち
上
げ
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
後
、
保
健
・
人
道

担
当
大
臣
（
一
九
九
二
年
四
月
〜
一
九
九
三
年
三
月
）、
コ
ソ
ボ
事
務
総
長
特
別
代
表
（
一
九
九
九
年
七
月
〜
二
〇
〇
一
年
一
月
）、
外
務
大
臣

（
二
〇
〇
七
年
五
月
〜
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）
な
ど
要
職
を
歴
任
し
た
。

（
149
）		“U

ne conférence internationale à Paris Le droit d’ingérence hum
anitaire”, Le M

onde, 28 janvier 1987.

（
150
）		

ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
開
会
の
辞
の
中
で
、「
第
一
に
あ
げ
る
べ
き
人
権
と
は
生
命
の
権
利
で
あ
り
、
第
一
に
あ
げ
る
べ
き
義
務
は
（
…
）
危
機
に
瀕
し

た
人
々
へ
の
援
助
で
あ
る
」
と
述
べ
、
会
合
の
主
旨
に
賛
同
の
意
を
示
し
た
。Bernard K

ouchner et M
ario Bettati, Le D

evoir d’ingérence : 

peut-on les laisser m
ourir? （Paris: D

enoël, 1987

）, p.33.

（
151
）		

Ibid, p.271.

（
152
）		A

/43/PV
, 29 O

ctober, 1988. 

（
153
）		A

/RES/43/131, 8 D
ecem

ber 1988.

（
154
）		A

/RES/45/100, 14 D
ecem

ber 1990.

（
155
）		V

aïsse, La puissance ou l’influence?, pp.509-511.

（
156
）		JO

 Q
uestion no.54063, 13 avril 1992, p.1720.

（
157
）		“Le conflit du H
aut-K

arabakh M
. Bernard K

ouchner a obtenu un accord de principe pour une assistance hum
anitaire”, Le 

M
onde, 27 février 1992.

（
158
）		Paris CO
REU

 to A
ll CO

REU
, CPE/PA

R 137, FCO
 176/108, 10 M

arch 1992, T
N
A
.

（
159
）		JO

 Q
uestion no.55404, 25 m

ai 1992, p.2305.

（
160
）		Benjam

in to Lyne, FCO
 176/107, 28 February 1992, T

N
A
.

（
161
）		Paris to FCO

, T
elno.222, FCO

 176/108, 13 M
arch 1992, T

N
A
.

（
162
）		H

elsinki to FCO
, T

elno.90, FCO
 176/110, 25 M

arch 1992, T
N
A
.

（
163
）		Benjam

in to Lyne, FCO
 176/107, 28 February 1992, T

N
A
.

（
164
）		Paris to FCO

, T
elno.226, FCO

 176/108, 14 M
arch 1992, T

N
A
.
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（
165
）		H

elsinki to FCO
, T

elno.66, FCO
 176/108, 14 M

arch 1992, T
N
A
.

（
166
）		A

nkara to FCO
, T

elno.202, FCO
 176/109, 20 M

arch 1992, T
N
A
.
（
167
）		

イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
バ
ク
ー
油
田
で
の
利
権
を
重
視
し
て
い
た
た
め
、
ト
ル
コ
か
ら
の
依
頼
を
最
終
的
に
は
却
下
し
た
。
イ

ギ
リ
ス
は
ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
も
参
加
し
て
い
な
い
。

（
168
）		
会
議
の
議
長
は
、
開
催
地
も
申
し
出
て
い
た
イ
タ
リ
ア
の
外
交
官
（M

ario Raffaelli

）
が
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。H

elsinki to FCO
, 

T
elno.90, FCO

 176/110, 25 M
arch 1992, T

N
A
.

（
169
）		Sum

m
ary of Conclusion, H

elsinki A
dditional M

eeting of the CSCE Council, 24 M
arch 1992. 

（
170
）		“Conférence de presse conjointe de M

M
. François M

itterrand, Président de la République, et T
urgut O

zal, Président de 
T
urquie sur les relations franco-turques, l’élargissem

ent de la CEE et le problèm
e des m

inorités kurde, m
acédonienne et 

chypriote”, V
ie publique, 14 avril 1992, https://w

w
w
.vie-publique.fr/discours/127333-conference-de-presse-conjointe-de-m

m
-

francois-m
itterrand-president-de. 

（
171
）		“A

RM
ÉN

IE : appel à l’aide international”, Le M
onde, 29 décem

bre 1992. 

（
172
）		JO

 Q
uestion no.66190, 11 janvier 1993, p.98.

（
173
）		JO

 Q
uestion no.719, 10 m

ai 1993, p.1320. 

（
174
）		JO

 Q
uestion no.66190, 15 février 1993, p.575.

（
175
）		JO

 Q
uestion no.3092, 02 août 1993, p.2314.

（
176
）		JO

 Q
uestion no.66190, 15 février 1993, p.575.

（
177
）		S/RES/822, 30 A

pril 1993; JO
 Q

uestion no.719, 26 juillet 1993, p.2189.

（
178
）		Rapport d’inform

ation no.7 （1993-1994

） du 5 octobre 1994, pp. 24-25.  

（
179
）		

ソ
連
崩
壊
後
、
フ
ラ
ン
ス
は
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
を
省
く
一
四
の
旧
ソ
連
構
成
国
と
友
好
協
定
を
調
印
し
た
。
九
八
年
ま
で
に
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
、
グ
ル
ジ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
省
く
国
々
と
の
友
好
協
定
が
批
准
さ
れ
て
い
た
。Rapport Législatif no.420 

（1997-1998

） par M
 A

ndré 
D
U
LA

IT
, fait au nom

 de la Com
m
ission des affaires étrangères de la défense et des forces arm

ées, https://w
w
w
.senat.fr/

rap/l97-420/l97-420_m
ono.htm

l#toc45. 

（
180
）		JO

 Q
uestion no.3807, 12 juillet 1993, p.1939; JO

 Q
uestion no.10014, 10 janvier 1994, p.82; JO

 Q
uestion no.13557, 25 avril 1994, 
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p.1976.

（
181
）		

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
の
友
好
協
定
が
施
行
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
九
年
五
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。La Com

m
ission des affaires 

étrangères de la défense et des forces arm
ées, Loi no99-400 du 25 m

ai 1999 autorisant la ratification de l’accord de 
partenariat et de coopération entre les Com

m
unautés européennes et leurs Etats m

em
bres, d’une part, et la République d’

A
zerbaïdjan, d’autre part, JO

, no.119 du 26 m
ai 1999, pp.7751-7752. 

（
182
）		“H

istorical background to the docum
ent: President of the A

zerbaijan Republic H
eydar A

liyev m
et President of France 

Fransua 

［sic
］ M

itterrand”, H
eydar A

liyev H
eritage International O

nline Library, 20 D
ecem

ber 1993, https://lib.aliyevheritage.
org/en/53037317.htm

l. 

（
183
）		“O

fficial visit of the President of the Republic of A
zerbaijan H

eydar A
liyev to the Republic of France”, H

eydar A
liyev 

H
eritage International O

nline Library, 19-22 D
ecem

ber 1993, https://lib.aliyev-heritage.org/en/53226599.htm
l. 

（
184
）		JO

 Q
uestion no.9436, 20 décem

bre 1993, p.4536.

（
185
）		JO

 Q
uestion no.9436, 24 janvier 1994, p.346.

（
186
）		JO

 Q
uestion no.17417, 08 août 1994, p.3962.

（
187
）		JO

 Q
uestion no.22, 24 avril 1986, p.257.

（
188
）		JO

 Q
uestion no.28900, 21 m

ai 1990, p.2322; JO
 Q

uestion no.15356, 13 juin 1994, p.2934; JO
 Q

uestion no.17505, 08 août 1994, 
p.3963; JO

 Q
uestion no.19442, 17 octobre 1994, p.5088; JO

 Q
uestion no.20405, 14 novem

bre 1994, p.5588.

（
189
）		JO

 Q
uestion no.15356.

（
190
）		

今
井
宏
平
『
ト
ル
コ
現
代
史
―
オ
ス
マ
ン
帝
国
崩
壊
か
ら
エ
ル
ド
ア
ン
の
時
代
ま
で
』（
中
央
公
論
新
社
〔
中
公
新
書
〕、
二
〇
一
七
年
）
一
八

〇
頁
。

（
191
）		“Survol des conséquences de l’entrée éventuelle de la T

urquie dans la C.E.E.”, A
rm

énia, no.105 （septem
bre / octobre, 1987

）, 
p.17.

（
192
）		“Chronologie des rebondissem

ents de la question arm
énienne au parlem

ent européen”, A
rm

énia, no.103 （m
ai / juin 1987

）, 
pp.12-13.

（
193
）		

Ibid ; 

平
野
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
植
民
地
支
配
の
過
去
と
記
憶
」、
一
〇
一
頁
。
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（
194
）		M

aresca, “T
he International Com

m
unity and the Conflict over N

agorno-K
arabakh”, p.78.

（
195
）		

Ibid, p.80.
（
196
）		JO

 Q
uestion no.62860, 23 novem

bre 1992, p.5290.
（
197
）		“Conférence de presse conjointe de M

M
. François M

itterrand, Président de la République, et Boris Eltsine, président de la 
Fédération de Russie, sur la proposition française d’une réunion anticipée du groupe des Sept pour une aide financière à la 
Russie et la ［sic

］ plan de paix pour l’ex-Y
ougoslavie”, É

lysée, 16 m
ars 1993.

（
198
）		

ミ
ン
ス
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
議
長
の
も
と
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ト
ル
コ
が
集
ま
っ
て
話
し
合
っ
た
。

V
ladim

ir K
azim

irov, Peace to K
arabakh: R

ussia’s M
ediation in the settlem

ent of the N
agorno-K

arabakh C
onflict 

（M
oscow

: V
ES 

M
IR Publishers, 2014

）, pp.83-84.

（
199
）		JO

 Q
uestion no.3092, 02 août 1993, p.2314.

（
200
）		U

K
M

IS N
ew

 Y
ork to FCO

, T
elno.702, FCO

 176/107, 07 M
arch 1992, T

N
A
; M

aresca, “T
he International Com

m
unity and 

the Conflict over N
agorno-K

arabakh”, p.79.

（
201
）		

Ibid, p.80; Cornell, Sm
all nations and great pow

ers: a study of ethnopolitical conflict in the C
aucasus, p.339.

（
202
）		M

oscow
 Em

bassy to the Secretary of State in W
ashington D

C, “Russian Borderguard Chief on xthe [sic] position in the 
Caucasus”, D

eclassified D
ocum

ent Concerning the N
agorno-K

arabakh Conflict, 23 M
ay 1994, C

linton D
igital Library, https://

clinton.presidentiallibraries.us/item
s/show

/100499.  
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